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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
張
果
、
太
平
広
記
、
宣
室
志
、
李
頎

は
じ
め
に

本
稿
は
、「
張
果
関
連
文
献
訳
注
稿（
上
）」（『
山
口
県
立
大
学
大
学
院
論
集
』
二
一
号
、

二
〇
二
〇
年
）の
続
篇
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
上
篇
に
掲
載
し
た
『
太
平
廣
記
』「
張
果
」
の
残
り
と
、『
宣
室
志
』
卷
八
所

収
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
李
頎
が
張
果
に
拝
謁
し
た
と
き
に
贈
っ
た
「
謁
張
果
先
生
」
詩

の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

凡
例
に
相
当
す
る
も
の
は
、
上
篇
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
、『
太
平
廣
記
』「
張
果
」（
承
前
）、『
宣
室
志
』
卷
八

（
七
）『
太
平
廣
記
』
卷
三
十
・
神
仙
三
十
「
張
果
」（
承
前
）

【
原
文
】

未
幾
、
玄
宗
狩
於
咸
陽
、
獲
一
大
鹿
稍
異
常
者
。
庖
人
方
饌
、
果
見
之
曰
、「
此
仙
鹿
也
。

已
滿
千
歳
。
昔
漢
武
元
狩
五
年
、
臣
曾
侍
從
畋
於
上
林
。
時
生
獲
此
鹿
、
既
而
放
之
。」
玄

宗
曰
、「
鹿
多
矣
。
時
遷
代
變
。
豈
不
爲
獵
者
所
獲
乎
。」
果
曰
、「
武
帝
捨
鹿
之
時
、
以
銅

牌
誌
于
左
角
下
。」
遂
命
驗
之
、果
獲
銅
牌
二
寸
許
、但
文
字
凋
暗
耳
。
玄
宗
又
謂
果
曰
、「
元

狩
是
何
甲
子
。
至
此
凡
幾
年
矣
。」
果
曰
、「
是
歳
癸
亥
、
武
帝
始
開
昆
明
池
。
今
甲
戌
歳
、

八
百
五
十
二
年
矣
。」
玄
宗
命
太
史
氏
校
其
長
曆
、
略
無
差
焉
。
玄
宗
愈
奇
之
。

【
書
き
下
し
文
】

未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
玄
宗 

咸
陽
に
狩
り
し
、
一
大
鹿
の
稍い

さ
さか

異
常
な
る
者
を
獲う

。

庖
人　

方ま
さ

に
饌そ

な

え
ん
と
し
、
果　

之こ

れ
を
見
て
曰
く
、「
此こ

れ　

仙
鹿
な
り
。
已
に
千
歳
に

満
つ
。
昔　

漢
武
の
元
狩
五
年
、
臣　

曾
て
侍
し
て
畋か

り

に
上
林
に
従
う
。
時
に
此こ

の
鹿
を

生
獲
し
、
既
に
し
て
之こ

れ
を
放
つ
」
と
。
玄
宗　

曰
く
、「
鹿　

多
し
。
時
遷
り
代
変
わ
る
。

豈
に
猟か

る
者
の
獲
る
所
と
為な

さ
ず
や
」
と
。
果　

曰
く
、「
武
帝　

鹿
を
捨
つ
る
の
時
、
銅

牌
を
以
て
左
角
の
下
に
誌し

る

す
」
と
。
遂
に
命
じ
て
之こ

れ
を
験た

め

さ
せ
ば
、
果
し
て
銅
牌
の
二
寸

許ば
か

り
を
獲
れ
ど
も
、
但
だ
文
字　

凋
ち
よ
う

暗あ
ん

せ
り
。
玄
宗　

又
た
果
に
謂
い
て
曰
く
、「
元
狩
は

是こ

れ
何
の
甲
子
か
。
此こ

こ
に
至
る
ま
で
凡
そ
幾
年
な
る
か
」
と
。
果　

曰
く
、「
是こ

の
歳
は

癸
亥
に
し
て
、
武
帝　

始
め
て
昆
明
池
を
開
く
。
今
は
甲
戌
の
歳
な
れ
ば
、
八
百
五
十
二
年

な
り
」
と
。
玄
宗　

太
史
氏
に
命
じ
て
其そ

の
長
暦
を
校く

ら

べ
し
む
れ
ば
、
略
ぼ
差
無
し
。
玄
宗

　

愈い
よ

い
よ
之こ

れ
を
奇
と
す
。

【
大
意
】

そ
れ
か
ら
い
く
ら
も
経
た
な
い
と
き
に
、
玄
宗
は
咸
陽
で
狩
猟
を
し
、
一
匹
の
異
常
な
大

き
さ
の
鹿
を
獲
物
と
し
た
。
料
理
番
が
そ
れ
を
調
理
し
、
ち
ょ
う
ど
配
膳
し
よ
う
と
し
て

い
た
ら
、
張
果
が
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
、「
こ
れ
は
仙
鹿
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
で
に
千
歳
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
む
か
し
漢
の
武
帝
の
元
狩
五
年
、
臣

わ
た
く
しは

帝み
か
どが

上
林
苑
で
狩
猟
さ
れ
る
の

に
お
供
致
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
こ
の
鹿
を
生
け
捕
り
に
さ
れ
、
そ
う
し
て
放
た
れ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
玄
宗
が
言
っ
た
、「
鹿
は
た
く
さ
ん
い
る
。
時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
と
き
狩
猟
で
生
け
捕
り
に
し
た
鹿
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
ろ
う
。」張
果
が
言
っ
た
、

「
武
帝
が
鹿
を
手
放
さ
れ
る
時
に
、
銅
の
ふ
だ
を
鹿
の
左
の
角
の
下
に
つ
け
て
目
印
と
さ
れ

ま
し
た
。」
そ
こ
で
玄
宗
は
調
べ
る
よ
う
に
命
じ
る
と
、
張
果
の
言
っ
た
と
お
り
二
寸
ほ
ど

の
銅
の
ふ
だ
が
見
つ
か
っ
た
が
、
た
だ
文
字
は
削
れ
て
判
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
玄
宗

は
ま
た
問
う
た
、「
元
狩
五
年
の
干
支
は（
十
干
十
二
支
）何
か
。
今
に
到
る
ま
で
全
て
で
何

年
か
。」
張
果
が
お
答
え
し
た
、「
そ
の
歳
の
干
支
は
癸
亥
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
武
帝
が
新
し

く
昆
明
池
を
開
鑿
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
甲
戌
の
歳
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
八
百
五
十
二
年
に

な
り
ま
す
。」
玄
宗
は
記
録
官
に
こ
よ
み
を
調
べ
さ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
誤
差
が
な
か
っ
た
。
玄

宗
は
ま
す
ま
す
張
果
を
異
能
の
者
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

翻
訳（
訳
注
）

張
果
関
連
文
献
訳
注
稿（
中
）

川
　
　
口
　
　
喜
　
　
治
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張果関連文献訳注稿（中）

【
注
釈
】

●
咸
陽
‥
渭
水
を
挟
ん
で
長
安
の
対
岸
に
あ
る
ま
ち
。
陝
西
省
咸
陽
市
。

●
庖
人
‥
料
理
人
。

●
方
‥
「
将
」
に
同
じ
。

●
饌
‥
料
理
を
そ
な
え
る
。

●
元
狩
五
年
‥
紀
元
前
一
一
八
年
。

●
上
林
‥
上
林
苑
。
秦
の
皇
帝
が
造
営
し
た
広
大
な
動
植
物
園
、
自
然
公
園
。
の
ち
に
荒
廃

し
た
も
の
を
漢
の
武
帝
が
再
建
し
た
。
都
の
長
安
の
西
南
に
位
置
し
た
。

●
銅
牌
‥
銅
製
の
ふ
だ
。

●
寸
‥
唐
代
の
一
寸
は
、
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

●
許
‥
～
く
ら
い
。

●
凋
暗
‥
傷
ん
で
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

●
癸
亥
‥
元
狩
五
年
の
干
支
は
癸
亥
で
あ
る
。
干
支
を
尋
ね
た
の
は
、
六
十
年
に
一
度
の
組

み
合
わ
せ
で
あ
り
、
そ
れ
が
八
百
年
以
上
の
前
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
即
答
す
る
こ
と
が
困

難
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

●
昆
明
池
‥
漢
の
武
帝
が
長
安
の
南
に
掘
削
し
た
軍
事
訓
練
用
の
湖
。『
漢
書
』
で
は
元
狩

三
年
と
あ
る
。『
漢
書
』
卷
六
・
武
帝
紀
「（
元
狩
）三
年
、
…
…
發
謫
吏
穿
昆
明
池
。」
如

淳
注
「
食
貨
志
以
舊
吏
弄
法
、
故
謫
使
穿
池
、
更
發
有
貲
者
爲
吏
也
。」
臣
瓚
注
「
西
南

夷
傳
有
越
嶲
、
昆
明
國
、
有
滇
池
、
方
三
百
里
。
漢
使
求
身
毒
國
、
而
爲
昆
明
所
閉
。
今

欲
伐
之
、
故
作
昆
明
池
象
之
、
以
習
水
戰
、
在
長
安
西
南
、
周
回
四
十
里
。
食
貨
志
又
曰
、

時
越
欲
與
漢
用
船
戰
、遂
乃
大
修
昆
明
池
也
。」
顏
師
古
注
「
謫
吏
、吏
有
罪
者
、罰
而
役
之
。

滇
音
顚
。」

●
甲
戌
‥
開
元
二
二
年（
七
三
四
）。

●
太
史
氏
‥
史
官
。
記
録
官
。

●
長
暦
‥
暦
法
の
推
算
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
年
月
の
朔
閏（
つ
い
た
ち
と
閏
月
）を
求
め

た
書
物
。

●
校
‥
か
ぞ
え
る
。
し
ら
べ
る
。

【
原
文
】

時
又
有
道
士
葉
法
善
、
亦
多
術
。
玄
宗
問
曰
、「
果
何
人
耶
。」
答
曰
、「
臣
知
之
。
然
臣

言
訖
卽
死
。
故
不
敢
言
。
若
陛
下
免
冠
跣
足
救
臣
、
卽
得
活
。」
玄
宗
許
之
。
法
善
曰
、「
此

混
沌
初
分
白
蝙
蝠
精
。」
言
訖
、
七
竅
流
血
、
僵
仆
于
地
。
玄
宗
遽
詣
果
所
、
免
冠
跣
足
、

自
稱
其
罪
。
果
徐
曰
、「
此
兒
多
口
過
。
不
讁
之
、
恐
敗
天
地
閒
事
耳
。」
玄
宗
復
哀
請
久
之
。

果
以
水
噀
其
面
、
法
善
卽
時
復
生
。
其
後
纍
陳
老
病
、
乞
歸
恆
州
。
詔
給
驛
送
到
恆
州
。
天

寶
初
、
玄
宗
又
遣
徵
召
。
果
聞
之
、
忽
卒
。
弟
子
葬
之
。
後
發
棺
、
空
棺
而
已
。

出
『
明
皇
雜
錄
』、『
宣
室
志
』、『
續
神
仙
傳
』。

【
書
き
下
し
文
】

時
に
又
た
道
士
葉
法
善
有
り
て
、
亦
た
術
多
し
。
玄
宗　

問
い
て
曰
く
、「
果
は
何
人
た

る
か
」
と
。
答
え
て
曰
く
、「
臣　

之こ

れ
を
知
る
。
然
れ
ど
も
臣　

言
い
訖お

わ

れ
ば
即
ち
死
す
。

故
に
敢
え
て
言
わ
ず
。
若も

し
陛
下
免
冠
跣て

つ

足
し
て
臣
を
救
わ
ば
、
即
ち
活い

く
る
を
得う

」
と
。

玄
宗　

之こ

れ
を
許
す
。
法
善 

曰
く
、「
此こ

れ
は
混
沌
の
初
め
に
分
れ
し
白
蝙
蝠
の
精
な
り
」

と
。
言
い
訖
り
て
、
七
竅
よ
り
流
血
し
、
地
に
僵き

よ
う仆ふ

す
。
玄
宗　

遽に
わ
かに

果
の
所
に
詣い

た

り
、
免

冠
跣
足
し
、
自
ら
其そ

の
罪
を
称と

な

う
。
果　

徐
お
も
む
ろに

曰
く
、「
此こ

の
児
は
口
過
多
し
。
之こ

れ
を
讁せ

め

め
ず
ば
、
恐
ら
く
は
天
地
の
間
の
事
を
敗
ら
ん
。」
玄
宗　

復
た
哀
請
す
る
こ
と
之こ

れ
を
久

し
く
す
。
果　

水
を
以
て
其そ

の
面
に
噀ふ

け
ば
、
法
善　

即
時
に
復
生
す
。
其そ

の
後　

累し
き

り
に

老
病
を
陳の

べ
、
恒
州
に
帰
る
を
乞
う
。
詔
し
て
駅
を
給
い
送
り
て
恒
州
に
到
る
。
天
宝
の
初
、

玄
宗　

又
た
遣
り
て
徴
召
す
。
果　

之こ

れ
を
聞
き
、
忽
に
卒
す
。
弟
子　

之こ

れ
を
葬
る
。
後

に
棺
を
発ひ

ら

け
ば
、
空
棺
な
る
の
み
。

『
明
皇
雑
録
』、『
宣
室
志
』、『
続
神
仙
伝
』
に
出
づ
。

【
大
意
】

ま
た
当
時
、
道
士
の
葉
法
善
と
い
う
者
が
い
て
、
や
は
り
多
彩
な
術
を
使
っ
た
。
玄
宗

は
下
問
し
た
、「
張
果
は
ど
う
い
う
人
か
。」
葉
法
善
は
、「
臣

わ
た
く
しは

そ
れ
を
知
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
臣

わ
た
く
しが

そ
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
申
し
上
げ
た
途
端
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
申
し
上
げ
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
も
し
陛
下
が
冠
を
脱
が
れ
靴
を

脱
が
れ
て
臣

わ
た
く
しを

お
救
い
に
な
っ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
生
き
返
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
お
答
え
し
た
。
玄
宗
は
そ
れ
を
許
諾
し
た
。
葉
法
善
が
言
っ
た
、「
張
果
は
、
天

地
が
は
じ
め
ま
だ
分
れ
ず
ま
ぜ
こ
ぜ
で
あ
っ
た
時
に
分
れ
出
た
白
コ
ウ
モ
リ
の
精
で
ご
ざ

い
ま
す
。」
葉
法
善
は
言
い
終
わ
る
と
、
両
目
、
両
耳
、
鼻
の
穴
、
口
か
ら
血
が
流
れ
出
し
、

地
面
に
倒
れ
伏
し
て
し
ま
っ
た
。
玄
宗
は
、
あ
わ
て
て
張
果
の
所
に
は
せ
参
じ
、
冠
を
脱
ぎ

靴
を
脱
い
で
自
分
自
身
の
口
か
ら
そ
の
罪
を
述
べ
た
。
張
果
は
も
っ
た
い
を
つ
け
て
言
っ
た
、

「
こ
や
つ
め
は
、
失
言
が
多
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
罰
を
与
え
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
天
地

の
大
事
を
壊
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。」
玄
宗
は
さ
ら
に
哀
願
し
続
け
た
。
そ
こ
で
張
果
は

水
を
口
に
含
ん
で
葉
法
善
の
顔
に
吹
き
つ
け
る
と
、
た
ち
ま
ち
生
き
返
っ
た
。
そ
の
後
、
張
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果
は
、
年
老
い
て
病
気
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
し
き
り
に
申
し
述
べ
、
恒
州
に
帰
る
こ
と
を
願

い
出
た
。
玄
宗
は
詔
を
出
し
、
張
果
に
車
馬
で
駅
を
乗
り
継
ぐ
と
い
う
待
遇
を
与
え
て
恒
州

ま
で
送
っ
た
。
天
宝
の
初
め
に
、
玄
宗
は
再
び
使
者
を
使
わ
し
て
召
し
出
そ
う
と
し
た
。
張

果
は
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
突
然
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
弟
子
達
が
張
果
を
埋
葬
し
た
。
そ
の
後
、

棺
を
開
く
と
、
棺
は
空
っ
ぽ
で
あ
っ
た
。

『
明
皇
雑
録
』、『
宣
室
志
』、『
続
神
仙
伝
』
が
出
典
で
あ
る
。

【
注
釈
】

●
免
冠
跣
足
‥
冠
を
脱
ぎ
、
靴
を
脱
い
で
裸
足
に
な
る
。

●
混
沌
‥
天
地
が
ま
だ
未
分
化
な
状
態
。
カ
オ
ス
。

●
白
蝙
蝠
‥
『
古
今
註
』
卷
中
・
魚
蟲
第
五
「
蝙
蝠
、
一
名
仙
鼠
、
一
名
飛
鼠
。
五
百
歳
則

色
白
。
而
腦
重
集
物
則
頭
垂
、故
謂
之
倒
挂
。
蝙
蝠
、食
之
成
仙
。」。『
抱
朴
子
』
仙
藥
「
肉

芝
者
、
謂
萬
歳
蟾
蜍
、
頭
上
有
角
、
頷
下
有
丹
書
八
字
再
重
、
以
五
月
五
日
日
中
時
取
之
、

陰
乾
百
日
、
以
其
左
足
畫
地
、
卽
爲
流
水
、
帶
其
左
手
於
身
、
辟
五
兵
、
若
敵
人
射
己

者
、
弓
弩
矢
皆
反
還
自
向
也
。
千
歳
蝙
蝠
、
色
白
如
雪
。
集
則
倒
縣
、
腦
重
故
也
。
此
二

物
得
而
陰
乾
末
服
之
、令
人
壽
四
萬
歳
。」。
李
頎
「
送
王
道
士
還
山
」「
當
有
巖
前
白
蝙
蝠
、

迎
君
日
暮
雙
來
飛
。」（『
全
唐
詩
』
卷
一
三
三
）。
李
白
「
答
族
姪
僧
中
孚
贈
玉
泉
仙
人
掌

茶
幷
序
」
序
「
余
聞
荊
州
玉
泉
寺
近
清
溪
諸
山
、
山
洞
往
往
有
乳
窟
。
窟
中
多
玉
泉
交
流
。

其
中
有
白
蝙
蝠
、
大
如
鴉
。
按
仙
經
、
蝙
蝠
一
名
仙
鼠
。
千
歳
之
後
、
體
白
如
雪
。
棲
則

倒
懸
。
蓋
飮
乳
水
而
長
生
也
。
其
水
邊
處
處
有
茗
草
羅
生
、
枝
葉
如
碧
玉
。
唯
玉
泉
眞
公

常
采
而
飮
之
、
年
八
十
餘
歳
、
顏
色
如
桃
李
。
而
此
茗
清
香
滑
熟
、
異
於
他
者
、
所
以
能

還
童
振
枯
、
扶
人
壽
也
。」（『
全
唐
詩
』
卷
一
七
八
）。

●
七
竅
‥
七
つ
の
穴
。
両
目
、
両
耳
、
鼻
の
穴
、
口
。『
莊
子
』
應
帝
王
「
南
海
之
帝
爲
儵
、

北
海
之
帝
爲
忽
、
中
央
之
帝
爲
渾
沌
。
儵
與
忽
時
相
與
遇
於
渾
沌
之
地
、
渾
沌
待
之
甚
善
。

儵
與
忽
謀
報
渾
沌
之
德
、
曰
、
人
皆
有
七
竅
、
以
視
聽
食
息
。
此
獨
無
有
、
嘗
試
鑿
之
。

日
鑿
一
竅
、
七
日
而
渾
沌
死
。」

●
僵
仆
‥
倒
れ
伏
す
。

●
遽
‥
あ
わ
て
て
。

●
詣
‥
進
み
至
る
。

●
此
児
‥
こ
い
つ
。「
児
」
は
、
こ
こ
で
は
軽
蔑
・
侮
蔑
の
意
味
を
持
つ
。

●
口
過
‥
失
言
。

●
讁
‥
罪
を
責
め
問
う
。
と
が
め
る
。

●
哀
請
‥
哀
願
す
る
。

●
即
時
‥
す
ぐ
に
。
た
ち
ま
ち
。

●
復
生
‥
再
生
す
る
。

●
陳
‥
申
し
述
べ
る
。

●
給
驛
‥
車
馬
で
駅
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
を
許
可
す
る
。『
新
唐
書
』
卷
一
二
六
・
張
九
齡
列

傳
「
數
乞
歸
養
、
詔
不
許
。
以
其
弟
九
皋
、
九
章
爲
嶺
南
刺
史
、
歳
時
聽
給
驛
省
家
。」

●
空
棺
‥
『
北
齊
書
』
卷
三
二
・
陸
法
和
列
傳
「
無
疾
而
告
弟
子
死
期
、
至
時
、
燒
香
禮
佛
、

坐
繩
牀
而
終
。
浴
訖
將
斂
、
屍
小
、
縮
止
三
尺
許
。
文
宣
令
開
棺
視
之
、
空
棺
而
已
。」

●
『
明
皇
雑
録
』
‥
唐
・
鄭
處
誨
撰
。
大
中
九
年（
八
五
五
）序
。
鄭
は
、大
和
八
年（
八
三
四
）

の
進
士
。（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
『
明
皇
雜
錄
・
東
觀
奏
記
』
に
よ
る
。
中
華
書
局
、

一
九
九
四
年
）

●『
宣
室
志
』‥
唐
・
張
讀
撰
、大
中
五
年（
八
五
一
）以
降
の
も
の
。（
古
小
説
叢
刊『
獨
異
志
・

宣
室
志
』
に
よ
る
。
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）

●
『
続
神
仙
伝
』
‥
『
續
仙
傳
』
と
も
。
五
代
呉
・
沈
汾
撰
。（
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝

奇
叙
録
』
に
よ
る
。
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

●
こ
の
ほ
か
、張
果
を
主
人
公
と
す
る
唐
代
伝
奇
の
主
要
な
記
録
は
、劉
肅
『
大
唐
新
語
』（
元

和
二
年（
八
〇
七
）序
。
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、中
華
書
局
、一
九
八
四
年
）、李
德
裕
撰
『
次

柳
氏
舊
聞
』（
大
和
八
年（
八
三
四
）。
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
『
教
坊
記（
外
三
種
）』、
中
華

書
局
、
二
〇
一
二
年
）に
見
え
る
。

（
八
）『
宣
言
志
』
卷
八

右
の
『
太
平
廣
記
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
、「
仙
鹿
」
の
く
だ
り
は
『
宣
室
志
』
卷
八
に

少
し
く
詳
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
訳
注
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、『
宣
室
志
』（
前
掲

「
古
小
説
叢
刊
」
本
）を
底
本
と
す
る
。
な
お
『
太
平
廣
記
』
卷
四
四
三
・
獸
畜
十
・
鹿
「
唐

玄
宗
」
に
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
見
え
る
。

【
原
文
】

開
元
二
十
三
年
秋
、
玄
宗
皇
帝
狩
於
近
郊
、
駕
至
咸
陽
原
。
有
大
鹿
興
於
前
、
贔
然
其
軀

頗
異
於
常
者
。
上
命
弓
射
之
、
引
發
一
中
。
及
駕
還
、
乃
敕
廚
吏
炙
其
䏶
以
進
、
而
尚
食
具

熟
俎
獻
。
時
張
果
老
先
生
侍
。
上
命
果
坐
於
前
、
以
其
肉
賜
之
。
果
謝
而
食
。
既
食
、
且
奏

曰
、「
陛
下
以
此
鹿
爲
何
如
。」
上
曰
、「
吾
只
知
其
鹿
也
、
亦
安
知
何
如
。」
果
曰
、「
此
鹿

年
且
千
歳
矣
。
陛
下
幸
聞
之
。」
上
笑
曰
、「
此
一
獸
耳
。
何
遂
言
其
千
歳
耶
。」
果
曰
、「
昔
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漢
元
狩
五
年
秋
、
臣
侍
武
帝
獵
於
上
林
。
其
從
臣
有
生
獲
此
鹿
而
獻
者
。
帝
以
示
臣
。
奏
曰
、

『
此
仙
鹿
也
。
壽
將
千
歳
。
今
既
生
獲
、
不
如
活
之
。』
會
武
帝
尚
神
仙
、
由
是
納
臣
之
奏
。」

上
曰
、「
先
生
誤
矣
。
且
漢
元
狩
五
年
及
今
八
百
歳
。
其
鹿
長
壽
、
豈
歷
八
百
歳
而
亦
爲
畋

所
獲
乎
。
況
苑
圃
内
麋
鹿
亦
多
、
今
所
獲
何
妨
爲
他
鹿
乎
。」
果
曰
、「
曩
時
武
帝
既
獲
此
鹿
、

將
舍
去
之
。
但
命
東
方
朔
以
鍊
銅
爲
牌
、
刻
成
文
字
以
識
其
年
、
繫
於
左
角
下
。
願
得
驗
之
、

庶
表
臣
之
不
誣
也
。」
上
卽
命
致
鹿
首
於
前
、
詔
内
臣
力
士
具
驗
之
。
凡
食
頃
、
絶
無
所
見
。

上
笑
曰
、「
先
生
果
誤
矣
。
左
角
之
下
、
銅
牌
安
在
。」
果
曰
、「
臣
請
自
索
之
。」
卽
顧
左
右
、

命
鐵
鉗
、
令
出
一
小
牌
。
實
銅
製
者
、
可
二
寸
許
。
蓋
以
年
月
悠
久
、
爲
毛
革
蒙
蔽
、
殆
不

可
見
。
且
持
以
進
、
上
命
磨
拭
視
之
。
其
文
字
蕪
蔽
、
殆
不
可
識
矣
。
上
於
是
驗
果
之
言
不

謬
、
又
問
果
曰
、「
漢
元
狩
五
年
、
甲
子
何
次
。
史
編
何
事
。
吾
將
徵
諸
記
傳
、
先
生
第
爲

我
言
之
。」
果
曰
、「
是
歳
歳
次
癸
亥
、
武
帝
始
開
昆
明
池
、
用
習
水
戰
。
因
蒐
狩
以
順
禮
焉
。

迨
今
甲
戌
歳
、
八
百
五
十
二
年
。」
上
卽
命
按
漢
史
、
其
昆
明
池
果
元
狩
五
年
所
開
、
其
甲

子
亦
無
少
差
。
顧
謂
力
士
曰
、「
異
哉
。
張
果
能
言
漢
武
時
事
。
眞
所
謂
至
人
矣
。
吾
固
不

可
得
而
知
也
。」

【
書
き
下
し
文
】

開
元
二
十
三
年
秋
、
玄
宗
皇
帝　

近
郊
に
狩
り
し
、
駕
し
て
咸
陽
原
に
至
る
。
大
鹿
の
前

に
興お

き
、
贔ひ

然
と
し
て
其そ

の
軀か

ら
だの

頗す
こ
ぶる

常
に
異
な
る
者
有
り
。
上　

弓
も
て
之こ

れ
を
射
る
を

命
じ
、
引
き
て
発は

な

て
ば
一
た
び
に
中あ

た

る
。
駕
し
て
還
る
に
及
び
、
乃
ち
廚
吏
に
勅
し
て
其そ

の

䏶ひ

を
炙あ

ぶ

り
て
以
て
進
め
し
め
、
而し

か

し
て
尚
食　

熟
を
具
え
て
俎そ

も
て
献
ず
。
時
に
張
果
老
先

生　

侍
す
。
上　

果
に
命
じ
て
前
に
坐
せ
し
め
、
其そ

の
肉
を
以
て
之こ

れ
に
賜
う
。
果　

謝
し

て
食
う
。
既
に
食
い
、
且
つ
奏
し
て
曰
く
、「
陛
下　

此こ

の
鹿
を
以
て
何い

か
ん如

と
為な

す
か
」
と
。

上　

曰
く
、「
吾　

只
だ
其そ

の
鹿
な
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、
亦
た
安い

ず
くん

ぞ
何
如
と
知
ら
ん

や
」
と
。
果　

曰
く
、「
此こ

の
鹿
は　

年　

且ま
さ

に
千
歳
に
な
ら
ん
と
す
。
陛
下　

幸
い
に
之こ

れ
を
聞
く
」
と
。
上　

笑
い
て
曰
く
、「
此こ

れ
は
一
獣
な
る
の
み
。
何
ぞ
遂
に
其そ

の
千
歳
な

る
を
言
う
か
」
と
。
果　

曰
く
、「
昔　

漢
の
元
狩
五
年
の
秋
、
臣　

武
帝
に
侍
し
て
上
林

に
猟か

り

す
。
其そ

の
従
臣
に
此こ

の
鹿
を
生
獲
し
て
献
ず
る
者
有
り
。
帝　

以
て
臣
に
示
す
。
奏
し

て
曰
く
、『
此こ

れ　

仙
鹿
な
り
。
寿
は
将
に
千
歳
な
ら
ん
と
す
。
今
既
に
生
獲
し
、
之こ

れ
を

活い

か
す
る
に
如し

か
ず
』
と
。
会た

ま

た
ま
武
帝　

神
仙
を
尚た

つ
とび

、是こ

れ
に
由よ

り
て
臣
の
奏
を
納い

る
」

と
。
上　

曰
く
、「
先
生　

誤
て
り
。
且
つ
漢
の
元
狩
五
年
は
今
に
及
ぶ
こ
と
八
百
歳
。
其そ

の
鹿　

長
寿
な
り
と
も
、
豈あ

に
八
百
歳
を
て
亦
た
畋か

り

す
る
も
の
の
獲
る
所
と
為
ら
ん
や
。
況

ん
や
苑
圃
の
内
は
麋び

鹿　

亦
た
多
く
、
今
獲
る
所
の
何
ぞ
他
の
鹿
と
為な

す
る
を
妨さ

ま
たげ

ん
や
」

と
。
果　

曰
く
、「
曩ど

う

時　

武
帝　

既
に
此こ

の
鹿
を
獲え

、
将
に
之こ

れ
を
舎す

て
去
ら
ん
と
す
。

但
だ
東
方
朔
に
命
じ
て
鍊
銅
を
以
て
牌
と
為
し
、
刻
し
て
文
字
を
成
し
て
以
て
其そ

の
年
を
識

る
し
、
左
の
角
の
下
に
繋つ

な

が
し
む
。
願
く
は
之こ

れ
を
験た

め

す
を
得
て
、
庶

こ
い
ね
がわ

く
は
臣
の
誣し

い
ざ

る
を
表
さ
ん
」
と
。
上　

即
ち
命
じ
て
鹿
の
首
を
前
に
致
さ
し
め
、
内
臣
力
士
に
詔
し
て

具つ
ぶ
さに

之こ

れ
を
験た

め

さ
し
む
。
凡
そ
食
頃
、
絶
え
て
見
る
所
無
し
。
上　

笑
い
て
曰
く
、「
先
生　

果
し
て
誤
て
り
。
左
の
角
の
下
、
銅
牌　

安い
ず

く
に
か
在
る
」
と
。
果　

曰
く
、「
臣　

請
う　

自
ら
之こ

れ
を
索も

と

め
ん
」
と
。
即
ち
左
右
を
顧
み
、
鉄
鉗か

ん

を
命
じ
、
一
小
牌
を
出い

だ

さ
し
む
。
実

に
銅
製
の
者
に
し
て
、
二
寸
許
可ば

か（
可ま

さ

に
二
寸
許ば

か

り
）り
な
り
。
蓋
し
年
月
悠
久
な
る
を
以
て
、

毛
革
の
蒙も

う

蔽へ
い

す
る
と
こ
ろ
と
為
り
、
殆
ど
見
る
可べ

か
ら
ず
。
且ま

さ

に
持
ち
て
以
て
進
め
ん
と
す

れ
ば
、
上　

命
じ
て　

磨ま

拭し
よ
くし

て
之こ

れ
を
視
し
む
。
其そ

の
文
字
は
蕪ぶ

蔽へ
い

し
て
、
殆
ど
識
る
可べ

か
ら
ず
。
上　

是こ

こ
に
於お

い
て
果
の
言
の
謬あ

や
まら

ざ
る
を
験た

め

し
、又
た
果
に
問
い
て
曰
く
、「
漢

の
元
狩
五
年
は
、
甲
子
は
何い

ず

く
に
か
次や

ど

る
。
史
は
何
事
か
を
編
む
。
吾　

将
に
こ
れ
を
記
伝

に
徴も

と

む
、
先
生　

第た

だ
我
が
為た

め

に
之こ

れ
を
言
え
」
と
。
果　

曰
く
、「
是
の
歳
は
歳
は
癸
亥

に
次や

ど

り
、
武
帝　

始
め
て
昆
明
池
を
開
き
、
用も

つ

て
水
戦
を
習
わ
し
む
。
蒐
狩
に
因
り
て
以
て

礼
に
順
う
。
今
の
甲
戌
の
歳
に
迨お

よ

ぶ
ま
で
、
八
百
五
十
二
年
な
り
」
と
。
上　

即
ち
命
じ
て

漢
史
を
按し

ら

べ
し
む
れ
ば
、
其そ

の
昆
明
池
は
果
し
て
元
狩
五
年
の
開
く
所
に
し
て
、
其そ

の
甲
子

も
亦
た
少
差
無
し
。
顧
み
て
力
士
に
謂
い
て
曰
く
、「
異
な
る
か
な
。
張
果　

能
く
漢
武
の

時
の
事
を
言
う
。
真
に
所い

わ
ゆ
る謂

至
人
な
り
。
吾
は
固も

と

よ
り
得
て
知
る
可べ

か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

【
大
意
】

開
元
二
三
年
の
秋
、
玄
宗
皇
帝
は
近
郊
で
狩
猟
を
行
お
う
と
、
馬
車
に
乗
っ
て
咸
陽
原
に

行
幸
し
た
。一
頭
の
大
き
な
鹿
が
現
れ
、驚
く
ほ
ど
大
き
な
そ
の
か
ら
だ
は
尋
常
で
は
な
か
っ

た
。
天
子
は
弓
で
こ
の
鹿
を
射
止
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
狩
人
が
弓
を
引
い
て
は
な
つ
と
、

一
度
で
命
中
し
た
。
馬
車
に
乗
っ
て
都
に
戻
る
時
に
な
っ
た
の
で
、
料
理
長
に
命
じ
て
そ
の

鹿
の
も
も
肉
を
あ
ぶ
り
焼
き
に
し
て
出
さ
せ
、
尚
食（
大
膳
の
役
人
）は
美
味
し
く
調
理
さ
れ

た
肉
を
俎そ

に
の
せ
て
皇
帝
に
献
げ
た
。
そ
の
と
き
、
張
果
老
先
生
が
玄
宗
皇
帝
の
お
そ
ば
に

侍
っ
て
い
た
。
天
子
は
張
果
に
前
に
坐
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
の
肉
を
下
賜
さ
れ
た
。
張
果
は

お
礼
を
申
し
上
げ
て
食
べ
た
。
張
果
は
食
べ
終
わ
る
と
、
さ
ら
に
申
し
上
げ
た
、「
陛
下
は

こ
の
鹿
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
思
し
召
さ
れ
ま
す
か
。」
天
子
が
言
っ
た
、「
私
は
た
だ
そ

れ
が
鹿
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
る
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
な
ど
と
ど
う
し
て
知
っ

て
い
よ
う
か
。」
張
果
が
言
っ
た
、「
こ
の
鹿
は
よ
わ
い
が
千
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

陛
下
は
、
ど
う
か
私
の
申
す
こ
と
を
お
聞
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。」
天
子
は
笑
っ
て
言
っ
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た
、「
こ
れ
は
一
頭
の
獣
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て
よ
わ
い
千
歳
な
ど
と
い
う
の
か
。」

張
果
が
言
っ
た
、「
昔
、
漢
の
元
狩
五
年
の
秋
、
臣

わ
た
く
しは

武
帝
が
上
林
苑
に
狩
猟
さ
れ
る
の
に

お
供
い
た
し
ま
し
た
。
侍
従
の
臣
下
に
こ
の
鹿
を
生
け
捕
り
に
し
て
献
上
し
た
も
の
が
お
り

ま
し
た
。
帝み

か
どは

そ
れ
を
私
に
お
見
せ
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
『
こ
れ
は
仙
鹿
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寿
命
は
千
年
に
達
す
る
で
し
ょ
う
。
今
生
け
捕
り
に
な
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
生
か
し
て
お
く

に
越
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
』
と
ご
意
見
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
お
り
よ
く
武
帝
は

神
仙
を
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
臣

わ
た
く
しの

意
見
を
お
聞
き
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。」
天
子
が

言
っ
た
、「
先
生
は
間
違
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
漢
の
元
狩
五
年
か
ら
は
、
今
に
至
る
ま

で
八
百
年
に
な
る
。
そ
の
鹿
が
長
生
き
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
八
百
年
が
経
っ
て

か
ら
ま
た
狩
人
に
捕
獲
さ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
こ
の
苑
に
は
大
き
な
鹿
も
普

通
の
鹿
多
く
、
い
ま
捕
獲
し
た
鹿
が
ど
う
し
て
別
の
鹿
で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
よ
う
か
。」

張
果
が
言
っ
た
、「
か
つ
て
武
帝
は
こ
の
鹿
を
捕
獲
さ
れ
た
あ
と
、
解
き
放
と
う
と
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
東
方
朔
に
命
じ
て
、
精
錬
さ
れ
た
高
級
な
銅
を
ふ
だ
と
し
、
文
字
を
刻
ん
で
そ

の
年
を
記し

る

し
、
左
の
角
の
下
に
結
び
つ
け
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
調
べ
る
こ
と
を
お
許

し
い
た
だ
き
、
臣

わ
た
く
しが

う
そ
い
つ
わ
り
を
申
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
と
う

存
じ
ま
す
。」
天
子
は
鹿
の
頭
を
御
前
に
持
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
、
詔
に
よ
っ
て
宦
官
の
高

力
士
に
詳
し
く
調
べ
さ
せ
た
。
食
事
を
す
る
く
ら
い
の
時
間
が
た
っ
て
も
、
全
く
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。
天
子
は
笑
っ
て
言
っ
た
、「
先
生
は
案
の
定
お
間
違
い
に
な
っ
た
。
左
の
角
の

下
、
銅
の
ふ
だ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。」
張
果
は
「
臣

わ
た
く
しが

自
ら
探
し
と
う
存
じ
ま
す
」
と
言

う
と
す
ぐ
に
ま
わ
り
の
弟
子
達
の
方
を
見
て
、
鉄
の
か
な
ば
さ
み
を
取
ら
せ
、
小
さ
な
ふ
だ

を
ひ
と
つ
角
か
ら
取
り
出
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
銅
製
の
ふ
だ
で
、（
ち
ょ
う
ど
）二
寸
く
ら

い
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
悠
久
の
年
月
を
経
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
鹿
の
毛
や
皮
が
表
面
に
ひ
っ

つ
い
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
張
果
が
そ
の
ふ
だ
を
手
に
取
っ

て
お
見
せ
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
天
子
は
張
果
と
は
べ
つ
の
臣
下
に
磨
い
て
汚
れ
を
拭
き
取

り
そ
れ
を
確
認
さ
せ
た
。
ふ
だ
の
文
字
は
す
り
減
っ
て
見
に
く
く
な
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
天
子
は
そ
こ
で
張
果
の
言
葉
に
う
そ
い
つ
わ
り
が
な
い

こ
と
を
調
べ
よ
う
と
、
さ
ら
に
張
果
に
尋
ね
た
、「
漢
の
元
狩
五
年
は
、
干
支（
十
干
十
二
支
）

は
何
か
。
歴
史
の
記
録
は
ど
の
よ
う
な
出
来
事
を
編
年
し
て
い
る
か
。
私
は
史
書
を
調
べ
て

明
ら
か
に
す
る
の
で
、
先
生
は
た
だ
私
だ
け
に
答
え
ら
れ
よ
。」
張
果
が
言
っ
た
、「
こ
の

年
は
、
木
星
は
癸
亥
に
位
置
し
、
武
帝
は
新
し
く
昆
明
池
を
開
鑿
さ
れ
、
そ
こ
で
水
上
で
の

戦
闘
の
訓
練
を
さ
せ
ま
し
た
。
狩
猟
に
よ
っ
て
軍
事
訓
練
を
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
儀

礼
を
遵
守
さ
れ
た
の
で
す
。
本
年
の
甲
戌
の
歳
に
至
る
ま
で
、
八
五
二
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

天
子
は
即
座
に
漢
の
歴
史
記
録
を
調
べ
る
よ
う
に
命
じ
る
と
、
張
果
の
言
葉
通
り
、
昆
明
池

は
元
狩
五
年
に
開
鑿
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
干
支
に
も
僅
か
の
ず
れ
も
な
か
っ
た
。
玄
宗
は
高

力
士
の
方
を
見
て
言
っ
た
、「
た
い
し
た
も
の
だ
。
張
果
は
漢
の
武
帝
の
時
代
の
出
来
事
を

正
し
く
言
い
あ
て
た
。
ま
こ
と
に
彼
こ
そ
が
世
に
言
う
超
人
で
あ
る
。
私
な
ど
に
は
も
と
か

ら
知
り
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。」

【
注
釈
】

●
近
郊
‥
城
郭
の
外
、
五
十
里
ま
で
の
地
域
。『
周
禮
』
地
官
・
載
師
「
載
師
掌
任
土
之
灋
。

以
物
地
事
授
地
職
、而
待
其
政
令
。
以
廛
里
任
國
中
之
地
、以
場
圃
任
園
地
、以
宅
田
、士
田
、

賈
田
、
任
近
郊
之
地
。」
鄭
玄
注
「
杜
子
春
云
、
…
…
五
十
里
爲
近
郊
。
百
里
爲
遠
郊
。」。

唐
代
の
一
里
は
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
五
十
里
は
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
現
在
の

西
安
か
ら
咸
陽
は
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
あ
る
。

●
駕
‥
天
子
の
乗
り
物
。
こ
こ
は
、
皇
帝
が
馬
車
で
行
幸
す
る
。

●
咸
陽
原
‥
渭
水
を
挟
ん
で
長
安
の
北
岸
の
咸
陽
に
あ
っ
た
。墳
墓
の
地
で
も
あ
っ
た
。『
新

唐
書
』
卷
三
七
・
地
理
志
一
「
京
兆
府
京
兆
郡
。
…
…
咸
陽
、
畿
。
武
德
元
年
析
涇
陽
、

始
平
置
。
有
望
賢
宮
。
有
便
橋
。
有
興
寧
陵
、
又
有
順
陵
、
在
咸
陽
原
。」。『
陝
西
通
志
』

卷
九
・
山
川
二
・
西
安
府
・
咸
陽
縣
・
畢
原
「
咸
陽
原
、
在
渭
水
北
九
𡽀
山
南
雍
大
記
。
西

起
武
功
、
東
盡
高
陵
。
其
上
文
、
武
、
成
、
康
、
周
公
、
太
公
及
秦
漢
君
臣
陵
墓
多
在
焉
。

亦
曰
、
咸
陽
原
、
又
謂
之
咸
陽
北
阪
。
…
…
縣
志
。」（『
四
庫
全
書
』）

●
興
‥
現
れ
る
、
飛
び
出
す
の
意
味
に
解
す
。

●
贔
然
‥
身
体
が
大
き
く
丈
夫
な
さ
ま
。

●
頗
‥
は
な
は
だ
。
相
当
に
。

●
廚
吏
‥
料
理
番
を
統
括
す
る
吏
員
。

●
䏶
‥
も
も
。

●
尚
食
‥
皇
帝
の
食
事
を
司
る
官
僚
。『
大
唐
六
典
』
卷
十
一
・
殿
中
省
・
尚
食
局
「
奉
御

二
人
、
正
五
品
下
。
…
…
直
長
五
人
、
正
七
品
上
。
…
…
食
醫
八
人
、
正
九
品
下
。
…
…

主
食
十
六
人
。
…
…
尚
食
奉
御
掌
供
天
子
之
常
膳
、
隨
四
時
之
禁
、
適
五
時
之
宜
。
…
…

當
進
食
、
必
先
嘗
。」

●
熟
‥
調
理
済
み
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
。

●
俎
‥
祭
祀
の
時
に
犠
牲
を
の
せ
る
台
。

●
陛
下
幸
聞
之
‥『
太
平
廣
記
』で
は「
陛
下
幸
問
臣
」に
作
る
。
こ
こ
の「
幸
」は
、『
史
記
』
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卷
六
十
・
三
王
世
家
「
臣
竊
不
勝
犬
馬
心
、
昧
死
願
陛
下
詔
有
司
、
因
盛
夏
吉
時
定
皇
子

位
。
唯
陛
下
幸
察
。
臣
去
病
昧
死
再
拜
以
聞
皇
帝
陛
下
。」
と
同
じ
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。

『
廣
記
』
の
本
文
だ
と
「
陛
下
は
ど
う
か
私
に
お
尋
ね
下
さ
い
ま
す
よ
う
」
の
意
味
に
な
り
、

次
に
玄
宗
が
笑
っ
て
尋
ね
る
描
写
と
つ
な
が
り
や
す
い
。

●
遂
‥
こ
こ
で
の
用
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

●
従
臣
‥
君
主
の
侍
従
。

●
仙
鹿
‥
『
酉
陽
雜
俎
』
卷
十
六
・
廣
動
植
之
一
「
鹿
。
虞
部
郎
中
陸
紹
弟
、
爲
盧
氏
縣
尉
、

常
觀
獵
人
獵
、
忽
遇
鹿
五
六
頭
臨
澗
、
見
人
不
驚
、
毛
斑
如
畫
。
陸
怪
獵
人
不
射
、
問
之
。

獵
者
言
、
此
仙
鹿
也
。
射
之
不
能
傷
、
且
復
不
利
。
陸
不
信
、
強
之
。
獵
者
不
得
已
、
一

發
矢
、
鹿
帶
箭
而
去
。
及
返
、
射
者
墜
崖
、
折
左
足
。」

●
苑
圃
‥
「
苑
囿
」
と
同
義
と
考
え
る
。「
苑
囿
」
は
皇
帝
の
動
植
物
園
。

●
麋
鹿
‥
ト
ナ
カ
イ
の
よ
う
な
お
お
じ
か
と
し
か
。

●
曩
時
‥
む
か
し
。
さ
き
ご
ろ
。

●
舎
‥
解
く
。
許
す
。

●
東
方
朔
‥
漢
の
武
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
滑
稽
、
道
化
的
文
人
。

●
鍊
銅
‥
精
錬
さ
れ
た
銅
。

●
誣
‥
い
つ
わ
る
。
あ
ざ
む
く
。

●
内
臣
‥
皇
帝
の
側
近
の
臣
下
。
宦
官
。

●
力
士
‥
高
力
士
。

●
鉗
‥
か
な
ば
さ
み
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
可
二
寸
許
‥
「
可
」
は
、
お
お
よ
そ
の
数
を
表
す
。「
許
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
説
明
は

正
確
に
は
該
当
す
る
用
例
で
は
な
い
が
、
参
考
に
な
ろ
う
か
。
今
し
ば
ら
く
、
以
下
の
説

明
に
従
っ
て
お
く
。
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
古
代
漢
語
研
究
室
『
古
代
漢
語
虚

詞
詞
典
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
）に
「“
許
”
可
与
不
定
数
詞
“
来
”
同
義
連
用
，

也
可
用
於
表
示
不
確
定
数
量
的
由
両
個
相
隣
数
詞
構
成
的
数
詞
短
語
後
，
或
用
於
不
確
定

的
“
数
十
”
等
後
。
這
種
用
法
的
“
許
”
意
義
很
虚
，
可
不
訳
出
。」（
傍
線
‥
川
口
）と

あ
り
、
用
例
の
一
つ
と
し
て
『
太
平
廣
記
』
神
仙
七
「
王
遠
」「
麻
姑
至
、
蔡
經
亦
擧
家

見
之
、
是
好
女
子
、
年
可
十
八
九
許
。」（
出
『
神
仙
傳
』）を
引
く
。

　

あ
る
い
は
「
可
」
は
、
強
調
の
語
で
、「
ま
さ
に
」
と
訓
じ
、「
ち
ょ
う
ど
二
寸
く
ら
い
」

と
訳
す
べ
き
か
。
待
考
。

●
蒙
蔽
‥
お
お
い
か
く
す
。

●
磨
拭
‥
磨
い
て
汚
れ
を
拭
き
取
る
。

●
蕪
蔽
‥
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
望
文
正
義
で
あ
る
が
、
す
り
減
っ
て
見
え
に
く
い
、

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

●
史
‥
記
録
官
。
記
録
書
。

●
編
‥
出
来
事
を
年
代
順
に
配
列
し
、
記
録
す
る
。
編
年
す
る
。

●
記
伝
‥
歴
史
や
伝
記
。
紀
伝
に
同
じ
。
こ
こ
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
漢
武
帝
紀
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

●
徴
‥
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
。

●
第
‥
た
だ
～
せ
よ
。
命
令
の
語
気
を
ふ
く
む
。

●
歳
‥
木
星
。
古
代
の
中
国
は
木
星
の
運
行
・
位
置
に
よ
っ
て
そ
の
歳
を
決
め
た（『
中
国
文

化
史
大
事
典
』「
太
歳
」、
武
田
時
昌
執
筆
）。

●
水
戦
‥
水
上
で
の
い
く
さ
。

●
蒐
狩
‥
狩
猟
。
春
の
か
り
は
蒐
、
夏
は
苗
、
秋
は
獮
、
冬
は
狩
と
い
う
。
一
説
に
、
秋
の

か
り
を
蒐
と
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
冒
頭
の
「
開
元
二
十
三
年
秋
」
と
合
う
。
狩
猟
は
軍
事

訓
練
で
も
あ
っ
た
。
次
の「
順
礼
」の
注
を
参
照
。『
爾
雅
』釋
天「
春
獵
爲
蒐
。
夏
獵
爲
苗
。

秋
獵
爲
獮
。
冬
獵
爲
狩
。
宵
田
爲
獠
。
火
田
爲
狩
。」。『
春
秋
公
羊
傳
』
桓
公
四
年
「
春
。

正
月
。
公
狩
于
郎
。
狩
者
何
、
田
狩
也
。
春
曰
苗
。
秋
曰
蒐
。
冬
曰
狩
。」

●
順
礼
‥
儀
礼
に
し
た
が
う
。『
春
秋
穀
梁
傳
』
昭
公
八
年
「
秋
。
蒐
于
紅
、
正
也
。
因
蒐

狩
以
習
用
武
事
、
禮
之
大
者
也
。」

●
因
蒐
狩
以
順
礼
焉
‥
こ
の
句
の
挿
入
は
唐
突
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
あ
る
い
は
、

玄
宗
の
狩
猟
が
娯
楽
の
た
め
で
あ
り
、
軍
事
訓
練
目
的
で
は
な
い
こ
と
へ
の
皮
肉
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

●
甲
戌
‥
開
元
二
二
年（
七
三
四
）で
あ
り
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
開
元
二
十
三
年
秋
」
と

す
る
の
と
く
い
ち
が
う
。

●
八
百
五
十
二
年
‥
古
小
説
叢
刊
本
は
、
年
数
の
計
算
に
よ
っ
て
、
こ
こ
を
「
八
百
四
十
二

年
」
と
改
め
て
い
る
。

●
按
‥
調
べ
る
。
吟
味
す
る
。
調
査
す
る
。

●
少
差
‥
わ
ず
か
な
食
い
ち
が
い
。

●
至
人
‥
超
越
的
境
地
に
到
達
し
た
人
。
超
人
。『
莊
子
』
逍
遙
遊
「
故
曰
、
至
人
無
己
、
神

人
無
功
、
聖
人
無
名
。」。
福
永
光
司
・
興
膳
宏
『
老
子
・
荘
子
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。

以
下
、
福
永
・
興
膳
『
老
子
・
莊
子
』）の
注
釈
に
「「
至
人
」
は
、「
神
人
」「
聖
人
」
と
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と
も
に
荘
子
的
な
絶
対
者
。
…
…
「
無
己
」「
無
功
」「
無
名
」
は
単
な
る
否
定
で
は
な
く
、

一
切
の
人
間
的
な
も
の
の
否
定
を
媒
介
と
し
て
、
真
に
人
間
的
な
も
の
を
追
求
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
荘
子
的
な
超
越
で
あ
る
。」
と
あ
る
。『
莊
子
』
齊
物
論
「
至

人
神
矣
。
大
澤
焚
而
不
能
熱
、
河
漢
沍
而
不
能
寒
、
疾
雷
破
山
、
飄
風
振
海
而
不
能
驚
。」

郭
象
注
「
無
心
而
無
不
順
。」
成
玄
英
注
「
至
者
、
妙
極
之
體
。
神
者
、
不
測
之
用
。
夫

聖
人
虛
己
、
應
物
無
方
、
知
而
不
知
、
辯
而
不
辯
、
豈
得
以
名
言
心
慮
億
度
至
人
耶
。」

●
固
‥
も
と
か
ら
。
は
じ
め
か
ら
。

●
可
得
‥
可
能
を
あ
ら
わ
す
。
文
中
の
よ
う
に
「
可
得
而
」
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
も
あ
る

（
楚
永
安
『
文
言
複
式
虚
詞
』、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

三
、（
九
）李
頎
「
謁
張
果
先
生
」

本
節
で
は
、
李
頎
「
謁
張
果
先
生
」
詩
の
訳
注
を
示
す
。
張
果
に
贈
ら
れ
た
詩
歌
で
残
っ

て
い
る
の
は
こ
の
李
頎
詩
の
み
で
あ
り
、
唐
代
の
士
人
た
ち
の
交
游
の
貴
重
な
資
料
と
位
置

づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

加
え
て
、李
頎
は
多
く
の
道
士
や
隠
者
と
交
游
関
係
が
あ
り

（
注
１
）、ま

た
王
維
の「
贈
李
頎
」（『
全

唐
詩
』
巻
一
二
五
）に
お
い
て
、

聞
君
餌
丹
砂　

聞
く　

君　

丹
砂
を
餌く

ら
い

甚
有
好
顏
色　

甚
だ　

好よ

き
顔
色
有
り
と

不
知
從
今
去　

知
ら
ず　

今
従よ

り
去
き
て

幾
時
生
羽
翼　

幾
時
に
か
羽
翼
生
え
ん

と
あ
る
よ
う
に
、
李
頎
自
身
も
神
仙
思
想
に
傾
倒
し
、
ま
た
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え

（
注
２
）、

の
ち
に
八
仙
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
張
果
へ
の
謁
見
は
、
そ
の
点
か
ら
も
興
味
深
い
。

（
注
1
）
例
え
ば
、
李
迎
春
「
試
論
李
頎
詩
歌
的
芸
術
風
格
」（『
河
南
教
育
学
院
学
報

（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
一
九
九
六
―
一
）、
王
友
勝
「
李
頎
詩
中
人
物
形
象

簡
論
」（
中
国
唐
代
文
学
学
会
・
西
北
大
学
中
文
系
・
広
西
師
範
大
学
出
版

社
『
唐
代
文
学
研
究
』
九
、
二
〇
〇
二
年
）、
羅
琴
「
論
李
頎
的
交
往
詩
及

其
人
物
素
描
」（『
重
慶
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
八

―
四
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

（
注
2
）
劉
宝
和
「
簡
論
李
頎
及
其
詩
」（
劉
宝
和
『
李
頎
詩
評
注
』、
山
西
教
育
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
）、
陳
麗
娟
「
李
頎
人
物
詩
的
独
創
性
及
其
原
因
」（『
太
原

師
範
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
六
―
三
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

【
底
本
】

●
王
錫
九
『
李
頎
詩
歌
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）

　

本
訳
注
は
、
王
氏
『
校
注
』
に
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
劉

宝
和
『
李
頎
詩
評
注
』（
山
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
羅
琴
ほ
か
『
李
頎
及
其
詩

歌
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）を
参
照
し
た
。

00
李
頎
「
謁
張
果
先
生（
張
果
先
生
に
謁ま

み

ゆ
）」

01
先
生
谷
神
者　
　

先
生
は
谷
神
な
れ
ば　
　

02
甲
子
焉
能
計　
　

甲
子　

焉い
ず

く
ん
ぞ
能
く
計か

ぞ

え
ん　
　

03
自
説
軒
轅
師　
　

自
ら
説
く　

軒
轅
の
師
た
り
て　
　

04
于
今
幾
千
歳　
　

今
に
于お

い
て　

幾
千
歳
な
り
と

05
寓
遊
城
郭
裏　
　

城
郭
の
裏う

ち

に
寓
遊
し

06
浪
迹
希
夷
際　
　

希
夷
の
際
に
迹あ

と

を
浪

ほ
し
い
ま
まに

す　

07
應
物
雲
無
心　
　

物
に
応
じ
て　

雲　

心
無
く

08
逢
時
舟
不
繫　
　

時
に
逢
い
て　

舟　

繋
が
ず

09
餐
霞
斷
火
粒　
　

餐
霞　

火
粒
を
断
ち

10
野
服
兼
荷
製　
　

野
服　

荷
を
兼
ね
て
製つ

く

る

11
白
雪
淨
肌
膚　
　

白
雪
の
ご
と
く
肌
膚
浄き

よ

く

12
青
松
養
身
世　
　

青
松
の
ご
と
く
身
世
を
養
う

13
韜
精
殊
豹
隱　
　

精
を
韜か

く

す
こ
と　

豹
隠
に
殊こ

と

な
り

14
煉
骨
同
蟬
蛻　
　

骨
を
煉ね

る
こ
と　

蟬
蛻ぜ

い

に
同
じ
き

15
忽
去
不
知
誰　
　

忽
ち
去
り
て　

誰
も
知
ら
ず

16
偶
來
寧
有
契　
　

偶た
ま

た
ま
来
た
る
も　

寧な
ん

ぞ
契
有
ら
ん
や

17
二
儀
齊
壽
考　
　

二
儀
と
寿
考
斉ひ

と

し
く

18
六
合
隨
休
憩　
　

六
合
に
休
憩
を
随

ほ
し
い
ま
まに

す

19
彭
聃
猶
嬰
孩　
　

彭
聃　

猶
お
嬰
孩
の
ご
と
く

20
松
期
且
微
細　
　

松
期
す
ら
且
つ
微
細
な
り

21
嘗
聞
穆
天
子　
　

嘗
て
穆
天
子
に
聞
こ
え

22
更
憶
漢
皇
帝　
　

更
に
漢
皇
帝
を
憶お

ぼ

ゆ

23
親
屈
萬
乘
尊　
　

親み
ず
から

万
乗
の
尊
を
屈
せ
し
め

24
將
窮
四
海
裔　
　

将
に
四
海
の
裔す

え

を
窮
め
し
め
ん
と
す

25
車
徒
遍
草
木　
　

車
徒　

草
木
に
遍あ

ま
ねく



― 34 ―

張果関連文献訳注稿（中）

26
錦
帛
招
談
説　
　

錦
帛　

談
説ぜ

い

に
招
く

27
八
駿
空
往
還　
　

八
駿　

空
し
く
往
還
し

28
三
山
轉
虧
蔽　
　

三
山　

転う
た

た
虧き

蔽へ
い

す

29
吾
君
感
至
德　
　

吾
が
君　

至
徳
に
感
じ

30
玄
老
欣
來
詣　
　

玄
老　

来
詣
を
欣よ

ろ
こぶ

31
受
籙
金
殿
開　
　

受
籙　

金
殿
開
き

32
清
齋
玉
堂
閉　
　

清
斎　

玉
堂
閉
づ

33
笙
歌
迎
拜
首　
　

笙
歌　

拝
首
を
迎
え

34
羽
帳
崇
嚴
衞　
　

羽
帳　

厳
衛
に
崇た

か

し

35
禁
柳
垂
香
爐　
　

禁
柳　

香
炉
に
垂
れ

36
宮
花
拂
仙
袂　
　

宮
花　

仙
袂べ

い

を
払
う

37
祈
年
寶
祚
廣　
　

年み
の
りを

祈
り
て　

宝
祚
は
広
ま
り

38
致
福
蒼
生
惠　
　

福
を
致
し
て　

蒼
生
に
恵
み
あ
り

39
何
必
待
龍
髥　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
龍
髥ぜ

ん

の

40
鼎
成
方
取
濟　
　

鼎
成
り
て
方ま

さ

に
取
済
す
る
を
待
た
ん
や

【
詩
型
】

●
五
言
古
詩

【
押
韻
】

●
広
韻
‥
去
声
十
二
霽
と
去
声
十
三
祭
の
同
用
。

　

計
―
去
声
十
二
霽
、
歳
・
際
―
去
声
十
三
祭
、
繫
―
去
声
十
二
霽
、
製
・
世
・
蛻
―
去
声

十
三
祭
、
契
―
去
声
十
二
霽
、
憩
―
去
声
十
三
祭
、
細
・
帝
―
去
声
十
二
霽
、
裔
・
説
・

蔽
―
去
声
十
三
祭
、
詣
・
閉
―
去
声
十
二
霽
、
衞
・
袂
―
去
声
十
三
祭
、
惠
・
濟
―
去
声

十
二
霽

●
平
水
韻
‥
去
声
八
霽

【
制
作
背
景
】

●
『
舊
唐
書
』
張
果
列
傳（
上
篇
所
載
）の
「
開
元
二
十
一
」
の
注
を
参
照
。
張
果
と
玄
宗
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
開
元
二
二
年
か
ら
二
四
年
、
洛
陽
で
の
出
来
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
作
品
も
、
そ
の
時
期
、
洛
陽
に
お
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

●
な
お
、
唐
人
が
張
果
に
贈
っ
た
詩
歌
で
伝
わ
る
わ
る
の
は
こ
の
作
品
の
み
で
あ
る
。

【
大
意
】

00
李
頎
「
張
果
先
生
に
お
目
に
か
か
る
」

01
・
02
張
果
先
生
は
不
老
不
死
の
谷
の
神
で
あ
る
の
で
、
御
年
を
か
ぞ
え
る
こ
と
な
ど
で
き

は
し
な
い
。

03
・
04
ご
自
身
で
仰
る
に
は
、
か
つ
て
は
黄
帝
の
師
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
今
に
至
る
ま
で
幾

千
も
の
年
月
が
経
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

05
・
06
先
生
は
、
旅
の
途
中
で
た
ま
た
ま
町
な
か
に
住
ま
わ
れ
て
も
、
超
俗
の
世
界
と
俗
世

と
の
境
界
線
上
で
、も
ろ
も
ろ
の
し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
由
奔
放
に
振
る
舞
わ
れ
る
。

07
・
08
何
事
に
も
自
由
に
た
だ
よ
う
空
の
雲
の
よ
う
に
た
め
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
も
、
岸
に
つ
な
が
れ
ず
船
頭
も
い
な
い
舟
の
よ
う
に
成
り

行
き
任
せ
で
一
切
に
執
着
を
お
持
ち
で
は
な
い
。

09
・
10
五
穀
を
断
た
れ
て
太
陽
の
精
気
を
食
さ
れ
、
ハ
ス
の
葉
で
作
っ
た
粗
末
な
衣
服
を
身

に
着
け
ら
れ
て
い
る
。

11
・
12
お
肌
は
純
白
の
雪
の
よ
う
に
汚け

が

れ
が
な
く
、
処
世
は
色
を
変
え
な
い
青
々
と
し
た
松

の
よ
う
に
か
た
く
節
度
を
守
っ
て
ゆ
る
ぎ
な
く
生
き
て
お
ら
れ
る
。

13
・
14
そ
の
才
能
の
神
髄
を
隠
し
て
お
ら
れ
る
の
は
南
山
の
黒
豹
が
そ
の
毛
を
大
切
に
し
て

雨
の
日
に
は
山
か
ら
下
り
て
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
み
て
く
れ
の
次
元
と
は
異
な
り
、
肉

体
を
鍛
錬
し
て
若
さ
を
保
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
蟬
が
殻
を
抜
け
出
る
よ
う
な
尸
解
の
結
果

な
の
で
あ
る
。

15
・
16
誰
も
知
ら
な
い
う
ち
に
ふ
と
お
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
何
の
前
触
れ

も
な
し
に
突
然
に
や
っ
て
こ
ら
れ
る
。

17
・
18
そ
の
ご
長
寿
は
天
地
と
等
し
く
悠
久
で
、
こ
の
宇
宙
で
自
由
に
休
息
な
さ
れ
る
。

19
・
20
先
生
に
と
っ
て
は
、
長
寿
で
有
名
な
彭
祖
と
老
子
で
さ
え
も
赤
児
の
よ
う
で
あ
り
、

仙
人
の
赤
松
子
と
安
期
生
で
す
ら
取
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。

21
・
22
先
生
は
、
仙
界
遊
行
し
西
王
母
に
ま
み
え
た
西
周
の
穆
王
に
意
見
を
申
し
述
べ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
不
老
長
寿
を
求
め
た
西
漢
の
武
帝
か
ら
ご
下
問
を
受
け
た
こ

と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
。

23
・
24
そ
の
お
り
、
先
生
は
自
ら
、
一
万
台
の
戦
車
を
保
有
す
る
尊
位
に
あ
る
武
帝
を
ひ
ざ

ま
づ
か
せ
、
穆
王
に
は
世
界
の
果
て
を
極
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

25
・
26
か
く
て
穆
王
を
乗
せ
た
馬
車
の
一
行
は
草
木
が
生
え
る
す
べ
て
の
地
に
轍
を
残
し
、

武
帝
は
仙
界
や
不
老
長
寿
を
説
く
方
術
の
士
を
多
く
招
き
、
に
し
き
の
き
ぬ
の
ご
褒
美
を

下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

27
・
28
し
か
し
、
八
匹
の
駿
馬
に
引
か
れ
た
穆
王
の
馬
車
が
天
空
を
駆
け
巡
っ
た
こ
と
は
無
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駄
に
終
わ
り
、
武
帝
が
方
士
を
派
遣
し
て
尋
ね
さ
せ
た
東
海
の
三
神
山
も
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ

ど
そ
の
姿
が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

29
・
30
さ
て
、
今
上
陛
下
は
先
生
の
最
上
級
の
徳
に
感
じ
入
ら
れ
、
玄
老
た
る
先
生
が
拝
謁

に
来
ら
れ
た
こ
と
を
お
喜
び
に
な
っ
て
い
る
。

＊
下
句
は
、
拝
謁
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
を
張
果
自
身
が
喜
ん
で
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

31
・
32
儀
式
が
は
じ
ま
り
、
陛
下
は
黄
金
の
宮
殿
を
開
い
て
先
生
か
ら
道
教
の
秘
文
を
受
け

ら
れ
、
玉
で
飾
ら
れ
た
宮
殿
を
閉
じ
ら
れ
て
斎
戒
沐
浴
な
さ
れ
た
。

33
・
34
つ
い
で
、
笙
の
笛
の
伴
奏
で
歌
が
う
た
わ
れ
る
中
、
陛
下
が
両
膝
を
地
に
つ
い
て
深
々

と
お
辞
儀
を
さ
れ
、
宮
中
の
儀
仗
隊
の
鳥
の
羽
の
と
ば
り
が
高
々
と
厳
重
に
陛
下
を
お
守

り
し
て
い
る
。

35
・
36
宮
中
の
柳
の
枝
が
軒
の
吊
り
香
炉
に
垂
れ
か
か
り
、
禁
苑
の
花
が
仙
女
の
衣
の
た
も

と
を
払
っ
て
い
る
。

＊
下
句
は
儀
式
に
お
け
る
女
道
士
の
姿
、
あ
る
い
は
宮
中
の
女
官
や
歌
妓
の
艶
姿
に
ま
つ

わ
る
比
喩
的
表
現
か
も
し
れ
な
い
。

37
・
38
儀
式
で
は
、
陛
下
が
五
穀
豊
穣
を
祈
念
さ
れ
て
国
運
は
隆
盛
し
、
幸
福
を
も
た
ら
さ

れ
て
民
草
は
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

39
・
40
で
す
か
ら
、
そ
の
む
か
し
黄
帝
が
鼎
を
完
成
さ
せ
て
は
じ
め
て
迎
え
に
来
た
ひ
げ
を

垂
ら
し
た
龍
に
乗
っ
て
昇
仙
し
た
よ
う
な
こ
と
を
必
ず
し
も
待
ち
望
ま
な
く
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
末
四
句
は
、
李
頎
か
ら
張
果
へ
の
言
葉
と
解
し
た
。
す
な
わ
ち
現
世
が
理
想
郷
で
あ
る

の
で
、
皇
帝
の
昇
仙
を
待
つ
ま
で
も
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
の
言
祝
ぎ
で
あ
る
。

【
注
釈
】　　

●
00
謁
‥
拝
謁
す
る
。
身
分
の
高
い
人
に
お
目
に
か
か
る
。

●
00
先
生
‥
学
問
や
技
芸
に
優
れ
た
人
に
対
す
る
尊
称
。

●
01
谷
神
‥
谷
の
神
。
谷
の
中
央
の
無
な
る
と
こ
ろ
。
小
川
環
樹
『
老
子
』（
中
公
文
庫
、

一
九
七
三
年
。
以
下
、小
川
『
老
子
』）に
従
う
。『
老
子
』
第
六
章
「
谷
神
不
死
、是
謂
玄
牝
。

玄
牝
之
門
、
是
謂
天
地
根
。
緜
緜
若
存
、
用
之
不
勤
。」
王
弼
注
「
谷
神
、
谷
中
央
無
者
也
。

無
形
無
影
、
無
逆
無
違
、
處
卑
不
動
、
守
靜
不
衰
、
物
以
之
成
而
不
見
其
形
。
此
至
物
也
。」

な
お
、
大
室
幹
雄
『
囲
碁
の
民
話
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）は
「
ま
ず
哲
学
的
に

み
れ
ば
、「
谷
神
」
＝
「
玄
牝
」
は
道タ

オ

の
隠
喩
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」（
一
四
七
頁
）と
す
る
。

●
02
甲
子
焉
能
計
‥
『
舊
唐
書
』
張
果
列
傳（
上
篇
所
載
）に
「
…
…
有
邢
和
璞
者
、
善
算
人

而
知
夭
壽
善
惡
。
玄
宗
令
算
果
、
則
懵
然
莫
知
其
甲
子
。
…
…
因
下
制
曰
、
恆
州
張
果
先

生
、
遊
方
外
者
也
。
…
…
莫
詳
甲
子
之
數
、
且
謂
羲
皇
上
人
。」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
「
甲

子
」、
時
間
す
な
わ
ち
張
果
の
年
齢
は
、
定
量
的
に
測
定
可
能
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
言
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
時
間
と
い
う
概
念
自
体
が
無
効
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の
と
め
ど
な
い
無
時
間
」（
大
室
前
掲
書
一
五
四
頁
）と
も
言
い
換
え

う
る
だ
ろ
う
。

●
03
軒
轅
‥
伝
説
上
の
皇
帝
で
あ
る
黄
帝
の
氏
。
こ
れ
に
類
似
す
る
記
事
と
し
て
、『
新
唐

書
』
張
果
列
傳（
上
篇
所
載
）に
「（
張
果
）嘗
云
、
我
生
堯
丙
子
歳
、
位
侍
中
。」
と
あ
る
。

●
04
于
今
‥
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）に
「
于
と
於
は
ほ
と
ん

ど
同
義
。
唐
詩
で
は
于
を
用
い
る
こ
と
は
稀
で
、
于
今（
今
に
お
い
て
、
如
今
と
同
じ
）の

み
に
于
を
書
く
の
は
、
詩
経
の
語（
東
山
篇
）に
よ
る
。」
と
あ
る
。

●
04
幾
千
歳
‥
『
舊
唐
書
』
張
果
列
傳（
上
篇
所
載
）に
「
時
人
傳
其
有
長
年
祕
術
、
自
云
年

數
百
歳
矣
。」
と
あ
る
。

●
05
寓
遊
‥
旅
寓
。
寓
は
宿
る
、
仮
住
ま
い
す
る
。

●
05
城
郭
‥
都
市
。
ま
ち
。
内
城
の
城
壁
が
城
、
外
城
の
城
壁
が
郭
。
こ
こ
で
は
特
に
張
果

が
招
聘
さ
れ
た
都
・
洛
陽
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

●
06
浪
迹
‥
世
俗
の
礼
儀
に
拘
ら
な
い
。
江
淹
「
雜
體
詩
三
十
首
」「
張
廷
尉　

雜
述　

綽
」

「
浪
迹
無
蚩
妍
、
然
後
君
子
道
。」
李
善
注
「
浪
、
猶
放
也
。
妍
蚩
、
猶
美
惡
也
。
戴
逵
栖

林
賦
曰
、
浪
迹
潁
湄
、
棲
景
箕
岑
。」（『
文
選
』
卷
三
一
）

●
06
希
夷
‥
道
。
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
で
認
識
で
き
な
い
が
故
に
、
か
え
っ
て
超
越
的
に

全
て
に
通
ず
る
道
理
。『
老
子
』
第
十
四
章
「
視
之
不
見
、
名
曰
夷
。
聽
之
不
聞
、
名
曰

希
。
搏
之
不
得
、
名
曰
微
。
此
三
者
不
可
致
詰
。
故
混
而
爲
一
。」
王
弼
注
「
無
狀
無
象
、

無
聲
無
響
。
故
能
無
所
不
通
、
無
所
不
往
。
不
得
而
知
、
更
以
我
耳
、
目
、
體
不
知
爲
名
。

故
不
可
致
詰
、
混
而
爲
一
也
。」

●
06
際
‥
こ
こ
で
は
境
界
の
よ
う
な
意
味
で
解
釈
す
る
。

●
07
応
物
‥
物
事
に
対
応
す
る
。『
莊
子
』
知
北
遊
「
老
耼
曰
、
…
…
邀
於
此
者
、
四
肢
彊
、

思
慮
恂
達
、
耳
目
聰
明
、
其
用
心
不
勞
、
其
應
物
無
方
。」

●
07
雲
無
心
‥
雲
が
自
然
に
動
く
こ
と
。
陶
淵
明
「
歸
去
來
」「
雲
無
心
以
出
岫
、
鳥
倦
飛

而
知
還
。
景
翳
翳
以
將
入
、
撫
孤
松
而
盤
桓
。」（『
文
選
』
卷
四
五
）。『
莊
子
』
知
北
游

「
齧
缺
問
道
乎
被
衣
、
被
衣
曰
…
…
。
言
未
卒
、
齧
缺
睡
寐
。
被
衣
大
説
、
行
歌
而
去
之
。

曰
、
形
若
槁
骸
、
心
若
死
灰
、
眞
其
實
知
、
不
以
故
自
持
。
媒
媒
晦
晦
、
無
心
而
不
可
與
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謀
。
彼
何
人
哉
。」

●
08
逢
時
‥
良
い
時
運
に
巡
り
会
う
。
チ
ャ
ン
ス
に
巡
り
会
う
。
こ
こ
で
は
特
に
玄
宗
に
招

聘
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
漢
書
』
卷
五
四
・
李
廣
傳
「
文
帝
曰
、
惜

廣
不
逢
時
、
令
當
高
祖
世
、
萬
戸
侯
豈
足
道
哉
。」

●
08
舟
不
繫
‥
舟
が
繋
が
れ
ず
漕
ぎ
手
も
い
な
い
。
命
運
に
任
せ
て
自
由
に
生
き
る
。『
莊

子
』
列
禦
侯
「（
列
子
）曰
、
…
…
巧
者
勞
而
知
者
憂
、
無
能
者
無
所
求
、
飽
食
而
敖
遊
、

汎
若
不
繫
之
舟
、
虛
而
敖
遊
者
也
。」
成
玄
英
疏
「
夫
物
未
嘗
爲
、
無
用
憂
勞
、
而
必
以

智
巧
困
弊
、
唯
聖
人
汎
然
無
係
、
泊
爾
忘
心
、
譬
彼
虛
舟
、
任
運
逍
遙
。」

●
09
餐
霞
‥
「「
霞
」
は
あ
さ
や
け
、
ゆ
う
や
け
。
日
の
精
気
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
食
ら

う
の
は
仙
人
の
不
老
長
生
術
。」（
川
合
康
三
ほ
か
計
六
人
注
『
文
選
詩
篇（
二
）』
顔
延
之

「
五
君
詠
五
首
」「
嵆
中
散
」、岩
波
書
店
、二
〇
一
八
年
。
以
下
、六
人
注
『
文
選
』）。『
漢

書
』
卷
五
七
下
・
司
馬
相
如
傳
下
「
乃
遂
奏
大
人
賦
。
其
辭
曰
、
…
…
呼
吸
沆
瀣
兮
餐
朝

霞
、
咀
噍
芝
英
兮
嘰
瓊
華
。」
顏
師
古
注
「
應
劭
曰
、
列
仙
傳
陵
陽
子
言
春
食
朝
霞
。
朝

霞
者
、
日
始
欲
出
赤
黃
氣
也
。
夏
食
沆
瀣
。
沆
瀣
、
北
方
夜
半
氣
也
。
幷
天
地
玄
黃
之
氣

爲
六
氣
。」。
顏
延
之
「
五
君
詠
五
首
」「
嵆
中
散
」「
中
散
不
偶
世
、
本
自
餐
霞
人
。」
李

善
注
「
飡
霞
、
謂
仙
也
。
楚
辭
曰
、
漱
正
陽
而
含
朝
霞
。
司
馬
相
如
大
人
賦
曰
、
呼
吸
沆

瀣
飡
朝
霞
。」（『
文
選
』
卷
二
一
）

●
09
断
火
粒
‥
「
火
粒
」
は
、
五
穀
。
火
を
通
し
て
食
べ
る
の
で
こ
う
い
う
。
こ
れ
を
食
べ

な
い
こ
と
を
「
辟
穀
」
と
い
う
。「
穀
物
を
摂
取
し
な
い
こ
と
。
…
…
こ
れ
は
断
食
を
指

す
の
で
は
な
い
。
陰
た
る
地
か
ら
取
れ
る
五
穀
は
濁
っ
た
気
か
ら
成
る
も
の
と
考
え
て
、

摂
取
す
る
の
を
避
け
、
清
浄
な
天
の
気
を
吸
い
、
よ
り
清
ら
か
な
精
気
か
ら
成
る
と
考
え

ら
れ
る
食
物
を
食
べ
、
自
己
の
体
内
宇
宙
に
湧
き
出
る
唾
液（
玉
液
と
称
さ
れ
る
）な
ど
の

精
気
を
摂
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
を
純
粋
化
し
、
軽
や
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
…
…
身
体
を
純
粋
化
す
る
の
は
不
老
長
生
を
目
的
と
す
る
…
…
」（『
道
教
事
典
』、

石
田
秀
実
執
筆
）。『
藝
文
類
聚
』
卷
七
八
・
靈
異
部
上
・
仙
道
「
晉
張
華
詠
蕭
史
詩
曰
、

蕭
史
愛
長
年
、
嬴
女
老
童
顏
。
火
粒
願
排
弃
、
霞
霧
好
登
攀
。」。『
莊
子
』
逍
遙
遊
「
藐

姑
射
之
山
、
有
神
人
居
焉
、
肌
膚
若
冰
雪
、
淖
約
若
處
子
。
不
食
五
穀
、
吸
風
飮
露
。
乘

雲
氣
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海
之
外
。」
成
玄
英
疏
「
五
穀
者
、
黍
、
稷
、
麻
、
菽
、
麥
也
。」

●
10
野
服
‥
在
野
の
者
が
着
る
服
。『
禮
記
』
郊
特
牲
「
大
羅
氏
、
天
子
之
掌
鳥
獸
者
也
。

諸
侯
貢
屬
焉
、
草
笠
而
至
、
尊
野
服
也
。」
鄭
玄
注
「
諸
侯
於
蜡
使
、
使
者
戴
草
笠
貢
鳥

獸
也
。
詩
云
、
彼
都
人
士
、
臺
笠
緇
撮
。
又
曰
、
其
餉
伊
黍
、
其
笠
伊
糾
。
皆
言
野
人
之

服
也
。」
孔
穎
達
疏
「
尊
野
服
也
者
、
草
笠
是
野
人
之
服
。
今
歳
終
功
成
、
是
由
野
人
而
得
、

故
重
其
事
而
尊
其
服
。」。『
晉
書
』
卷
九
四
・
隱
逸
列
傳
・
張
忠
列
傳
「
及
至
長
安
、（
符
）

堅
賜
以
冠
衣
、
辭
曰
、
年
朽
髮
落
、
不
堪
衣
冠
、
請
以
野
服
入
覲
。
從
之
。」

●
10
兼
‥
尽
く
す
。
全
て
。

●
10
荷
製
‥『
楚
辭
』離
騒「
製
芰
荷
以
爲
衣
兮
、雧
芙
蓉
以
爲
裳
。」王
逸
注「
製
、裁
也
。
芰
、

蔆
也
。
秦
人
曰
薢
茩
。
荷
、
芙
蕖
也
。
…
…
芙
蓉
、
蓮
華
也
。
上
曰
衣
、
下
曰
裳
。
言
己

進
不
見
納
、
猶
復
裁
製
芰
荷
、
集
合
芙
蓉
、
以
爲
衣
裳
、
被
服
愈
潔
、
脩
善
益
明
。」

●
11
白
雪
淨
肌
膚
‥
「
09
断
火
粒
」
の
『
莊
子
』
を
参
照
。「
肌
膚
」
は
、
は
だ
。
こ
こ
で

は
世
俗
の
塵
に
け
が
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
。

●
12
青
松
‥
松
は
柏
と
と
も
に
、
そ
の
葉
の
色
を
一
年
中
変
え
な
い
の
で
、
貞
節
で
あ
り
、

志
が
堅
い
こ
と
を
喩
え
る
。『
論
語
』子
罕「
子
曰
、歳
寒
、然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。」。『
禮

記
』
禮
器
「
禮
、
器
。
…
…
其
在
人
也
、
如
竹
箭
之
有
筠
也
、
如
松
柏
之
有
心
也
。
二

者
居
天
下
之
大
端
矣
。
故
貫
四
時
而
不
改
柯
易
葉
。」。
劉
孝
標
「
廣
絶
交
論
」「
銜
恩
遇
、

進
款
誠
。
援
青
松
以
示
心
、
指
白
水
而
旌
信
。」（『
文
選
』
卷
五
五
）

●
12
身
世
‥
一
生
涯
。
な
お
「
養
身
」
の
用
例
と
し
て
、『
列
子
』
黃
帝
「（
黃
帝
）曰
、
朕

閒
居
三
月
、
齋
心
服
形
、
思
有
以
養
身
治
物
之
道
、
弗
獲
其
術
。
疲
而
睡
、
所
夢
若
此
。

今
知
至
道
不
可
以
情
求
矣
。
朕
知
之
矣
。
朕
得
之
矣
。
而
不
能
以
告
若
矣
。」。「
養
世
」

の
用
例
と
し
て
、『
孔
子
家
語
』
三
恕
「
孔
子
曰
、
…
…
又
嘗
聞
養
世
之
君
子
矣
、
從
輕

勿
爲
先
、
從
重
勿
爲
後
。」
王
肅
注
「
赴
憂
患
、
從
勞
苦
、
輕
者
宜
爲
後
、
重
者
宜
爲
先
、

養
世
者
也
。」
が
あ
る
。

●
13
韜
精
‥
才
能
を
包
み
隠
す
。
顏
延
之
「
五
君
詠
五
首
」「
劉
參
軍
」「
韜
精
日
沈
飮
、
誰

知
非
荒
宴
。」
李
善
注
「
廣
雅
曰
、
韜
、
藏
也
。
賈
逵
國
語
注
曰
、
精
、
明
也
。」（『
文
選
』

卷
二
一
）

●
13
殊
‥
異
な
る
。
超
越
し
て
い
る
。

●
13
豹
隠
‥
南
山
の
玄
豹
が
そ
の
毛
を
大
切
に
し
て
、
雨
の
時
は
山
か
ら
下
り
て
こ
な
い
と

い
う
故
事
か
ら
、
自
ら
の
身
を
潔
白
に
し
、
隠
棲
し
て
仕
官
し
な
い
こ
と
の
喩
え
。『
初

學
記
』
卷
二
・
天
部
・
霧
第
六
「
劉
向
列
女
傳
曰
、
陶
荅
子
妻
者
、
陶
太
夫
荅
子
之
妻
也
。

荅
子
化
陶
三
年
、
名
譽
不
興
、
家
富
三
倍
。
其
妻
數
諫
曰
、
夫
子
能
薄
而
官
大
、
是
謂
嬰
害
。

無
功
而
家
昌
、
是
謂
積
殃
。
昔
楚
令
尹
子
文
之
化
、
家
貧
而
國
富
、
福
結
於
子
孫
、
名
垂

於
後
代
。
今
夫
子
貪
富
務
大
、
不
顧
後
害
。
妾
聞
南
山
有
玄
豹
、
霧
雨
七
日
而
不
下
食
者
、

何
也
。
欲
以
澤
其
毛
而
成
文
章
也
、
故
藏
而
遠
害
。
今
君
若
此
、
皆
不
免
後
患
。」
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●
14
煉
骨
‥
「
錬
骨
」
に
同
じ
。
肉
体
を
鍛
錬
し
、
若
さ
を
保
つ
。『
藝
文
類
聚
』
卷

七
八
・
靈
異
部
上
・
仙
道
「（
晉
庾
闡
遊
仙
詩
）又
曰
、
…
…
赤
松
霞
霧
乘
煙
、
封
子
鍊
骨

凌
仙
。
滄
漱
水
玉
心
玄
、故
能
靈
化
自
然
。」。
ま
た
、杜
甫「
寄
劉
峽
州
伯
華
使
君
四
十
韻
」

に
「
鍊
骨
調
情
性
、
張
兵
撓
棘
矜
。
養
生
終
自
惜
、
伐
叛
必
全
懲
。」
と
あ
り
、
そ
の
『
九

家
集
注
』（
卷
二
九
）に
「
養
生
論
曰
、
修
性
以
保
神
、
安
心
、
全
身
。
文
子
、
太
上
養
神
、

其
次
養
形
。」
と
あ
る
。『
道
教
事
典
』「
錬
形
」（
吾
妻
重
二
執
筆
）に
「
道
教
の
養
生
術

の
ひ
と
つ
。
一
般
に
肉
体
を
鍛
錬
し
て
若
さ
を
保
つ
こ
と
」。

●
14
蟬
蛻
‥
蟬
が
殻
を
抜
け
出
る
。
こ
こ
で
は
、
尸
解
に
同
じ
。『
新
唐
書
』
張
果
列
傳（
上

篇
所
載
）の
注
を
参
照
。『
後
漢
書
』
卷
四
九
・
仲
長
統
列
傳
「
又
作
詩
二
篇
、
以
見
其
志
。

辭
曰
、飛
鳥
遺
跡
、蟬
蛻
亡
殼
。」
李
賢
注
「
王
充
論
衡
曰
、蠐
螬
化
爲
復
育
、復
育
轉
爲
蟬
。

蟬
之
去
復
育
、
龜
之
解
甲
、
蛇
之
脱
皮
、
可
謂
尸
解
矣
。」

●
16
偶
‥
思
い
が
け
ず
。

●
16
契
‥
約
束
。

●
17
二
儀
‥
天
と
地
。
両
儀
。『
易
經
』繫
辭
上「
是
故
易
有
太
極
。
是
生
兩
儀
。
兩
儀
生
四
象
。

四
象
生
八
卦
。
八
卦
定
吉
凶
。
吉
凶
生
大
業
。」
韓
康
伯
注
「
夫
有
必
始
於
无
。
故
太
極

生
兩
儀
也
。
太
極
者
无
稱
之
稱
、
不
可
得
而
名
。
取
有
之
所
極
、
況
之
太
極
者
也
。」
孔

穎
達
疏
「
正
義
曰
、
太
極
謂
天
地
未
分
之
前
、
元
氣
混
而
爲
一
。
卽
是
太
初
太
一
也
。
故

老
子
云
、
道
生
一
。
卽
此
太
極
是
也
。
又
謂
混
元
既
分
、
卽
有
天
地
。
故
曰
、
太
極
生
兩

儀
。
卽
老
子
云
一
生
二
也
。
不
言
天
地
而
言
兩
儀
者
、
指
其
物
體
下
與
四
象
相
對
。
故
曰

兩
儀
。
謂
兩
體
容
儀
也
。」。
潘
岳
「
爲
賈
謐
作
贈
陸
機
」「
肇
自
初
創
、
二
儀
烟
熅
。」
李

善
注
「
周
易
曰
、
易
有
太
極
、
是
生
兩
儀
。
王
肅
曰
、
兩
儀
、
天
地
也
。
易
曰
、
天
地
烟

熅
、
萬
物
化
醇
。」（『
文
選
』
卷
二
四
）

●
17
寿
考
‥
長
寿
。『
詩
經
』
大
雅
「
棫
樸
」「
周
王
壽
考
、
遐
不
作
人
。」
鄭
玄
箋
「
周
王
、

文
王
也
。
文
王
是
時
九
十
餘
矣
、
故
云
壽
考
。」

●
18
六
合
‥
天
地
四
方
。
全
宇
宙
空
間
。『
莊
子
』
齊
物
論
「
六
合
之
外
、
聖
人
存
而
不

論
。
六
合
之
内
、
聖
人
論
而
不
議
。」
成
玄
英
疏
「
六
合
者
、
謂
天
地
四
方
也
。
六
合
之
外
、

謂
衆
生
性
分
之
表
、
重
玄
至
道
之
鄕
也
。」

●
18
休
憩
‥
や
す
み
い
こ
う
。
休
息
。
謝
霊
運
「
還
舊
園
作
見
顏
范
二
中
書
」「
雖
非
休
憩

地
、
聊
取
永
日
閑
。」（『
文
選
』
卷
二
五
）。
六
人
注
『
文
選
詩
篇（
四
）』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
八
年
）で
は
「
隠
棲
」
と
訳
す
。

●
19
彭
聃
‥
彭
祖
と
老
聃（
老
子
）。
長
寿
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。『
史
記
』
卷
六
三
・
老
子

列
傳
「
老
子
者
、
楚
苦
縣
厲
鄕
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
耼
。
…
…
蓋
老
子
百

有
六
十
餘
歳
、
或
言
二
百
餘
歳
、
以
其
脩
道
而
養
壽
也
。」。『
藝
文
類
聚
』
卷
七
八
・
靈

異
部
上
・
仙
道
「（
神
仙
傳
）又
曰
、
彭
祖
、
諱
鏗
。
帝
顓
頊
玄
孫
。
至
殷
之
末
世
、
年
已

七
百
餘
歳
而
不
衰
。
少
好
恬
靜
、惟
以
養
神
治
生
爲
事
。」。
嵆
康「
五
言
詩
三
首
」其
一「
苟

必
有
終
極
、
彭
聃
不
足
多
。」（
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』『
魏
詩
』
卷
九
、
中

華
書
局
、
一
九
八
三
年
。
以
下
、『
文
選
』『
藝
文
類
聚
』
な
ど
特
に
示
し
た
場
合
以
外
の

唐
前
詩
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
）。

●
19
嬰
孩
‥
お
さ
な
ご
。

●
20
松
期
‥
赤
松
子
と
安
期
生
。
仙
人
。『
史
記
』
卷
五
五
・
留
侯
世
家
「
留
侯
乃
稱

曰
、
…
…
願
弃
人
閒
事
、
欲
從
赤
松
子
游
耳
。
乃
學
辟
穀
、
道
引
輕
身
。」
索
隱
「
列
仙

傳
、
神
農
時
雨
師
也
。
能
入
火
自
燒
、
崑
崙
山
上
隨
風
雨
上
下
也
。」。『
藝
文
類
聚
』
卷

七
八
・
靈
異
部
上
・
仙
道
「（
列
仙
傳
）又
曰
、
赤
松
子
、
神
農
時
雨
師
。
服
水
玉
、
教
神
農
。

能
入
火
自
燒
。
至
崑
崙
山
西
王
母
石
室
、
隨
風
雨
上
下
。
炎
帝
少
女
追
之
、
亦
得
仙
俱
去
。

高
辛
時
爲
雨
師
。」。『
史
記
』
卷
二
八
・
封
禪
書
「（
李
）少
君
言
於
上
曰
、…
…
臣
嘗
游
海
上
、

見
安
期
生
、
安
期
生
食
臣
棗
、
大
如
瓜
。
安
期
生
僊
者
、
通
蓬
萊
中
、
合
則
見
人
、
不
合

則
隠
。」。『
藝
文
類
聚
』
卷
七
八
・
靈
異
部
上
・
仙
道
「（
列
仙
傳
）又
曰
、
安
期
生
、
琅

耶
阜
鄕
人
。
賣
藥
海
邊
、
時
人
皆
言
千
歳
公
。
秦
始
皇
請
見
、
與
語
三
日
三
夜
。
賜
金
璧

數
萬
、
出
於
阜
鄕
亭
皆
置
去
。
留
書
、
以
赤
玉
舄
一
量
爲
報
。
曰
、
復
千
歳
。
來
求
我
於

蓬
萊
山
下
。
始
皇
遣
使
者
數
人
入
海
、
未
至
蓬
萊
山
、
輒
風
波
而
還
。
立
祠
阜
鄕
亭
、
海

邊
十
處
。」

●
20
且
‥
～
で
す
ら
。
～
で
も
な
お
。

●
20
微
細
‥
身
分
が
低
い
。
存
在
が
ち
っ
ぽ
け
で
あ
る
。

●
21
聞
‥
奏
聞
、
聞
奏
。
皇
帝
に
申
し
上
げ
る
。

●
21
穆
天
子
‥
西
周
の
穆
王
。『
穆
天
子
傳
』
と
い
う
作
者
不
詳
の
仙
界
を
描
く
古
小
説
が

あ
る
。
そ
れ
は
「
不
準
と
い
う
者
が
、晋
の
太
康
2
年（
２
８
１
）に
、汲
郡（
河
南
省
汲
県
）

に
あ
る
魏
の
襄
王
の
墓
を
盗
掘
し
て
発
見
し
た
も
の
。
…
…
内
容
は
、
西
周
の
穆
王
が
崑

崙
に
登
り
西
王
母
の
国
を
訪
問
し
た
こ
と
を
述
べ（
1
巻
～
5
巻
）、
第
6
巻
に
は
、
美
女

の
盛
姫
と
恋
愛
し
て
結
婚
し
、
そ
の
死
去
す
る
や
盛
大
な
葬
儀
を
行
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。」（『
道
教
事
典
』、
御
手
洗
勝
執
筆
）

●
22
漢
皇
帝
‥
前
漢
の
武
帝
。
不
老
長
寿
を
求
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。『
漢
武
帝
内
傳
』

と
い
う
作
者
不
詳
の
仙
界
を
描
く
古
小
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
漢
の
武
帝
が
西
王
母
・
上
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元
夫
人
と
宴
を
と
も
に
し
、「
五
岳
真
形
図
」『
五
帝
六
甲
霊
飛
等
十
二
事
』
の
2
書
を
授

け
ら
れ
る
こ
と
を
描
い
た
伝
記
。」（『
道
教
事
典
』、
山
田
利
明
執
筆
）

●
22
屈
‥
こ
こ
は
、
跪
く
と
解
す
。『
漢
武
帝
内
傳
』
に
は
、
武
帝
が
西
王
母
や
そ
の
侍
女

に
ひ
ざ
ま
づ
い
た
と
い
う
描
写
が
あ
る
。「
至
四
月
戊
辰
、
帝
夜
閒
居
承
華
殿
。
東
方
朔
、

董
仲
舒
侍
。
忽
見
一
女
子
着
青
衣
、
美
麗
非
常
。
帝
愕
然
問
之
。
女
對
曰
、
我
墉
宮
玉
女

王
子
登
也
。
向
爲
王
母
所
使
從
昆
山
來
。
語
帝
曰
、
聞
子
輕
四
海
之
尊
、
尋
道
求
生
、
降

帝
王
之
位
、
而
屢
禱
山
嶽
。
勤
哉
。
有
似
可
教
者
也
。
從
今
百
日
清
齊
、
不
閑
人
事
、
至

七
月
七
日
王
母
暫
來
也
。
帝
下
席
、
跪
諾
。
…
…
王
母
唯
扶
二
侍
女
上
殿
。
侍
女
年
可

十
六
七
、服
青
綾
之
袿
裾
。
…
…
王
母
上
殿
東
向
坐
。
…
…
下
車
登
牀
。
帝
拜
跪
。」（『
正

統
道
蔵
』）

●
23
万
乗
‥
一
万
台
の
戦
車
。
戦
争
の
時
に
そ
れ
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
大
国
の
君
主
。
皇

帝
。『
孟
子
』·

梁
惠
王
上
「
萬
乘
之
國
、
弑
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。」
趙
岐
注
「
萬
乘
、

兵
車
萬
乘
、
謂
天
子
也
。」。
な
お
李
白
「
古
詩
五
十
九
首
」
其
四
三
に
「
周
穆
八
荒
意
、

漢
皇
萬
乘
尊
。」（『
全
唐
詩
』
卷
一
六
一
）と
あ
る
。

●
24
四
海
‥
世
界
を
囲
む
と
さ
れ
て
い
た
四
つ
の
海
。『
尚
書
』
虞
書
・
益
稷
「
禹
曰
、

…
…
予
決
九
川
、
距
四
海
。」
孔
安
國
傳
「
距
、
至
也
。
決
九
州
名
川
通
之
至
海
。」。『
禮

記
』
王
制
「
凡
四
海
之
内
、
九
州
。
州
方
千
里
、
州
建
百
里
之
國
三
十
、七
十
里
之
國

六
十
、五
十
里
之
國
百
有
二
十
、
凡
二
百
一
十
國
。」

●
24
裔
‥
果
て
。
辺
境
。

●
25
車
徒
‥
騎
馬
や
馬
車
と
従
者
。
李
康
「
運
命
論
」「
故
遂
絜
其
衣
服
、
矜
其
車
徒
、
冒

其
貨
賄
、淫
其
聲
色
、脈
脈
然
自
以
爲
得
矣
。」
劉
良
注
「
車
徒
、謂
車
馬
侍
從
也
。」（『
六

臣
註
文
選
』
卷
五
三
）、
袁
淑
「
効
曹
子
建
樂
府
白
馬
篇
」「
籍
籍
關
外
來
、
車
徒
傾
國

鄽
。」
李
善
注
「
籍
籍
關
外
來
、
謂
被
徙
關
中
也
。
車
徒
傾
國
鄽
、
從
者
之
多
也
。」（『
文

選
』
卷
三
一
）

●
25
遍
草
木
‥
「
車
徒
」
の
進
ん
だ
轍
や
足
跡
が
草
木
の
生
え
る
土
地
す
べ
て
す
な
わ
ち

天
下
に
残
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。『
尚
書
』
虞
書
・
益
稷
「
禹
曰
、
兪
哉
。
帝
光
天
之

下
、
至
于
海
隅
蒼
生
。」
孔
安
國
傳
「
光
天
之
下
、
至
于
海
隅
蒼
蒼
然
生
草
木
、
言
所
及

廣
遠
。」。『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
十
二
年
・
傳
「（
子
革
）對
曰
、
臣
嘗
問
焉
。
昔
穆
王
欲

肆
其
心
、
周
行
天
下
、
將
皆
必
有
車
轍
馬
跡
焉
。」

●
26
錦
帛
‥
に
し
き
の
き
ぬ
。
武
帝
が
道
士
に
賜
っ
た
財
貨
を
指
す
か
。『
史
記
』
卷

二
八
・
封
禪
書
「
齊
人
少
翁
以
鬼
神
方
見
上
。
上
有
所
幸
王
夫
人
、
夫
人
卒
、
少
翁
以
方

蓋
夜
致
王
夫
人
及
竈
鬼
之
貌
云
、
天
子
自
帷
中
望
見
焉
。
於
是
乃
拜
少
翁
爲
文
成
將
軍
、

賞
賜
甚
多
、
以
客
禮
禮
之
。
…
…
文
成
言
曰
、
上
卽
欲
與
神
通
、
宮
室
被
服
非
象
神
、
神

物
不
至
。
…
…
居
歲
餘
、
其
方
益
衰
、
神
不
至
。
乃
爲
帛
書
以
飯
牛
、
詳
不
知
、
言
曰
此

牛
腹
中
有
奇
。
殺
視
得
書
、
書
言
甚
怪
。
天
子
識
其
手
書
、
問
其
人
、
果
是
僞
書
、
於
是

誅
文
成
將
軍
、
隱
之
。」。
な
お
羅
琴
ほ
か
『
李
頎
及
其
詩
歌
研
究
』
は
「
皇
帝
的
詔
書
」

と
解
す
。

●
26
談
説
‥「
説
」の
音
は「
ゼ
イ
」。押
韻
上
そ
う
な
る
。「
遊
説
」の「
説
」。説
き
勧
め
る
。『
漢

語
大
詞
典
』
に
「
説
談
」
の
項
目
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
の
説
を
ゼ
イ（shui

）と
読
ま
せ
て

い
る
。
意
味
は
「
游
説
」。
用
例
は
『
淮
南
子
』
主
術
訓
「
主
上
闇
而
不
明
、羣
臣
黨
而
不
忠
、

説
談
者
游
於
辯
、
脩
行
者
競
於
住
。」

●
27
八
駿
‥
周
の
穆
王
の
八
匹
の
駿
馬
。
こ
れ
に
穆
王
が
乗
る
馬
車
を
引
か
せ
る
。『
穆
天

子
傳
』
卷
一
「
乙
丑
、
天
子
西
濟
于
河
、
□
爰
有
溫
谷
樂
都
、
河
宗
氏
之
所
遊
居
。
丙
寅
、

天
子
屬
官
效
器
。
乃
命
正
公
郊
父
、
受
敕
憲
、
用
申
八
駿
之
乘
。
以
飮
于
枝
洔
之
中
、
積

石
之
南
河
。
天
子
之
駿
、
赤
驥
、
盜
驪
、
白
義
、
踰
輪
、
山
子
、
渠
黃
、
華
騮
、
綠
耳
。」。

『
同
』
卷
四
「
癸
酉
、
天
子
命
駕
八
駿
之
乘
、
右
服
𧄋
騮
而
左
綠
耳
、
右
驂
亦
蘎
而
左
白
莪
。

天
子
主
車
、
造
父
爲
御
、
𡇷
𡇤
爲
右
。
次
車
之
乘
、
右
服
渠
黃
而
左
踰
輪
、
左マ

マ

驂
盜
驪
而

左
山
子
。
柏
夭
主
車
、
參
百
爲
御
、
奔
戎
爲
右
。
天
子
乃
遂
東
南
翔
行
、
馳
驅
千
里
、
至

于
巨
蒐
氏
。」（『
百
部
叢
書
集
成
』）

●
27
空
‥
穆
王
が
西
王
母
に
会
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
老
不
死
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
言

う
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
美
女
の
盛
姫
と
恋
愛
し
て
結
婚
す
る
も
、
盛
姫
に
先
立
た
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
28
三
山
‥
伝
説
中
の
三
神
山
。『
史
記
』
卷
六
・
秦
始
皇
本
紀
「
齊
人
徐
市
等
上
書
、
言

海
中
有
三
神
山
、
名
曰
蓬
萊
、
方
丈
、
瀛
洲
、
僊
人
居
之
。
請
得
齋
戒
、
與
童
男
女
求

之
。
於
是
遣
徐
市
發
童
男
女
數
千
人
、
入
海
求
僊
人
。」。『
同
』
卷
二
八
・
封
禪
書
「
於

是
天
子
始
親
祠
竈
、
遣
方
士
入
海
求
蓬
萊
安
期
生
之
屬
、
而
事
化
丹
沙
諸
藥
齊
爲
黃
金
矣
。

…
…
入
海
求
蓬
萊
者
、
言
蓬
萊
不
遠
、
而
不
能
至
者
、
殆
不
見
其
氣
。
上
乃
遣
望
氣
佐
候

其
氣
云
。
…
…
上
遂
東
巡
海
上
、
行
禮
祠
八
神
。
齊
人
之
上
疏
言
神
怪
奇
方
者
以
萬
數
、

然
無
驗
者
。
乃
益
發
船
、
令
言
海
中
神
山
者
數
千
人
求
蓬
萊
神
人
。
…
…
東
至
海
上
、
考

入
海
及
方
士
求
神
者
、
莫
驗
、
然
益
遣
、
冀
遇
之
。
…
…
臨
勃
海
、
將
以
望
祀
蓬
萊
之
屬
、

冀
至
殊
廷
焉
。
…
…
而
方
士
之
候
祠
神
人
、
入
海
求
蓬
萊
、
終
無
有
驗
。」（
王
錫
九
『
李

頎
詩
歌
校
注
』
の
要
約
に
従
う
）
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●
28
虧
蔽
‥
お
お
い
か
く
さ
れ
る
。

●
29
吾
君
‥
玄
宗
皇
帝
を
指
す
。

●
29
至
徳
‥
最
上
級
の
徳
。『
莊
子
』
秋
水
「
道
人
不
聞
、
至
德
不
得
、
大
人
無
己
。」
成
玄

英
疏
「
得
者
、
不
喪
之
名
也
。
而
造
極
之
人
、
均
於
得
喪
、
既
無
所
喪
、
亦
無
所
得
。
故

老
經
云
、
上
德
不
德
。」。『
論
語
』
泰
伯
「
子
曰
、
泰
伯
其
可
謂
至
德
也
已
矣
。」

●
30
玄
老
‥
常
套
の
語
彙
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
奥
深
く
根
源
的
な
道
を
体
得
し
た
人
物

へ
の
尊
称
と
解
す
。
こ
こ
は
、
張
果
の
こ
と
。

●
30
來
詣
‥
拝
謁
に
や
っ
て
く
る
。

●
31
受
籙
‥
「
籙
」
は
道
教
の
秘
文
。
沈
約
「
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
」「
公
諱
緬
、
字
景
業
、

南
蘭
陵
人
也
。
稷
契
身
佐
唐
虞
、
有
大
功
於
天
地
。
商
武
姬
文
、
所
以
膺
圖
受
籙
。」
李

善
注
「
毛
詩
商
頌
曰
、
武
王
載
斾
。
毛
萇
曰
、
武
王
、
湯
也
。
春
秋
命
歷
序
曰
、
五
德
之

運
、
同
徵
符
合
、
膺
錄
次
相
代
。
尚
書
璇
璣
鈐
、
孔
子
曰
、
五
帝
出
受
圖
籙
。」（『
文
選
』

卷
五
九
）、『
隋
書
』
卷
三
五
・
經
籍
志
四
「
道
經
者
、
云
有
元
始
天
尊
、
生
於
太
元
之
先
、

禀
自
然
之
氣
、
沖
虛
凝
遠
、
莫
知
其
極
。
所
以
説
天
地
淪
壞
、
劫
數
終
盡
、
略
與
佛
經
同
。

…
…
其
受
道
之
法
、
初
受
五
千
文
籙
、
次
受
三
洞
籙
、
次
受
洞
玄
籙
、
次
受
上
清
籙
。
籙

皆
素
書
、
紀
諸
天
曹
官
屬
佐
吏
之
名
有
多
少
、
又
有
諸
符
、
錯
在
其
閒
、
文
章
詭
怪
、
世

所
不
識
。
受
者
必
先
潔
齋
、
然
後
齎
金
環
一
、
幷
諸
贄
幣
、
以
見
於
師
。
師
受
其
贄
、
以

籙
授
之
、
仍
剖
金
環
、
各
持
其
半
、
云
以
爲
約
。
弟
子
得
籙
、
緘
而
佩
之
。」

●
31
金
殿
‥
黄
金
で
飾
ら
れ
た
宮
殿
。
こ
こ
は
皇
帝
の
宮
殿
。
江
淹
「
雜
體
詩
三
十
首
」「
劉

文
學　

感
遇　

楨
」「
華
月
照
方
池
、
列
坐
金
殿
側
。」
李
善
注
「
古
歌
辭
曰
、
上
金
殿
、

酌
玉
樽
。」（『
文
選
』
卷
三
一
）

●
32
清
斎
‥
沐
浴
し
て
身
を
清
め
、
飲
食
行
動
を
慎
み
、
心
を
統
一
す
る
。
物
忌
み
す
る
。

こ
こ
は
、
以
下
六
句
に
描
か
れ
る
儀
式
の
た
め
の
斎
戒
で
あ
る
。
上
の
注
31
「
受
籙
」
の

『
隋
書
』
も
参
照
。
支
遁
「
五
月
長
齋
詩
」「
令
月
肇
清
齋
、
德
澤
潤
無
疆
。」（『
晉
詩
』

卷
二
十
）

●
32
玉
堂
‥
玉
で
飾
ら
れ
た
宮
殿
。
こ
こ
は
皇
帝
の
宮
殿
。
宋
玉
「
風
賦
」「
然
後
倘
佯
中
庭
、

北
上
玉
堂
、
躋
于
羅
帷
、
經
于
洞
房
、
迺
得
爲
大
王
之
風
也
。」（『
文
選
』
卷
十
三
）、
揚

雄
「
解
嘲
」「
今
吾
子
幸
得
遭
明
盛
之
世
、
處
不
諱
之
朝
、
與
羣
賢
同
行
、
歷
金
門
、
上

玉
堂
有
日
矣
。」
李
善
注
「
應
劭
曰
、待
詔
金
馬
門
。
晉
灼
曰
、黃
圖
有
大
玉
堂
、小
玉
堂
。」

呂
延
濟
注
「
金
門
、天
子
門
也
。
玉
堂
、天
子
殿
也
。
有
日
矣
言
久
也
。」（『
六
臣
註
文
選
』

卷
四
五
）

●
33
笙
歌
‥
笙
の
笛
の
音
楽
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
歌
。『
禮
記
』
檀
弓
上
「
孔
子
既
祥
、
五

日
彈
琴
而
不
成
聲
、
十
日
而
成
笙
歌
。」
鄭
玄
注
「
祥
亦
凶
事
、
用
遠
日
。
五
日
彈
琴
、

十
日
笙
歌
、
除
由
外
也
。
琴
以
手
、
笙
歌
以
氣
。」
孔
穎
達
疏
「
十
日
而
成
笙
歌
者
、
上

云
彈
琴
而
不
成
聲
。
此
云
十
日
而
成
笙
歌
之
聲
、
音
曲
諧
和
也
。」

●
33
拝
首
‥
頭
を
組
ん
だ
手
の
と
こ
ろ
ま
で
お
ろ
し
、
つ
ぎ
に
両
膝
を
地
に
つ
い
て
、
頭
を

地
に
つ
け
る
お
辞
儀
。「
拝
手
」
と
も
。『
尚
書
』
商
書
・
太
甲
中
「
伊
尹
拜
手
稽
首
、
曰

…
…
」
孔
安
國
傳
「
拜
手
、
首
至
手
。」
孔
穎
達
疏
「
此
言
拜
手
稽
首
者
、
初
爲
拜
頭
至

手
、
乃
復
申
頭
以
至
于
地
、
至
手
。
是
爲
拜
手
至
地
乃
爲
稽
首
。
然
則
凡
爲
稽
首
者
、
皆

先
爲
拜
手
乃
後
爲
稽
首
。
故
拜
手
稽
首
連
言
之
。
諸
言
拜
手
稽
首
義
、
皆
同
也
。」。
徐
陵

「
梁
貞
陽
侯
重
與
王
太
尉
書
」「
但
大
齊
仁
信
之
道
、
關
于
至
誠
、
睦
鄰
之
懷
、
由
于
孝
德
。

遂
蒙
殊
獎
、
歸
嗣
本
朝
。
拜
首
陳
辭
、
敦
誘
彌
廣
。」（『
全
陳
文
』
卷
八
）

●
34
羽
帳
‥
鳥
の
羽
で
作
っ
た
と
ば
り
。
こ
こ
は
あ
る
い
は
禁
軍
の
儀
仗
隊
の
幟
の
よ
う
な

も
の
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
鮑
照
「
擬
行
路
難
十
八
首
」
其
一
「
奉
君

金
巵
之
美
酒
、
瑇
瑁
玉
匣
之
雕
琴
。
七
綵
芙
蓉
之
羽
帳
、
九
華
蒲
萄
之
錦
衾
。」（『
宋
詩
』

卷
七
）。

●
34
嚴
衛
‥
厳
重
な
近
衛
軍
。
李
嶠
「
爲
第
十
舅
讓
殿
中
監
兼
仗
内
閑
廏
表
」「
遂
攀
於
星
漢
、

位
非
德
進
、榮
以
恩
昇
。
…
…
預
金
門
之
通
籍
、扈
清
切
之
嚴
衞
、接
綢
繆
之
宴
私
。」（『
全

唐
文
』
卷
二
四
四
）

●
35
禁
柳
‥
禁
苑
す
な
わ
ち
宮
中
の
庭
園
の
柳
。
こ
こ
が
早
い
用
例
か
。
顧
況「
宮
詞
五
首
」

其
一
「
禁
柳
煙
中
聞
曉
烏
、
風
吹
玉
漏
盡
銅
壺
。」（『
全
唐
詩
』
卷
二
六
七
）

●
35
香
炉
‥
柳
の
枝
と
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
は
軒
な
ど
に
つ
る
さ
れ
た
香
炉
で
あ
ろ
う
。

●
36
宮
花
‥
宮
中
の
花
木
。
楊
炯
「
唐
右
將
軍
魏
哲
神
道
碑
」「
營
中
習
禮
、
宮
花
如
錦
。

還
臨
拜
將
之
壇
、
槐
葉
成
帷
、
復
對
閱
軍
之
市
。」（『
全
唐
文
』
卷
一
百
九
十
四
）、
李
白

「
宮
中
行
樂
詞
八
首
」
其
五
「
繡
戸
香
風
暖
、紗
窗
曙
色
新
。
宮
花
爭
笑
日
、池
草
暗
生
春
。」

（『
全
唐
詩
』
卷
一
六
四
）

●
36
仙
袂
‥
仙
人
の
衣
の
た
も
と
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」「
風
吹
仙
袂
飄
颻
擧
、
猶
似
霓
裳

羽
衣
舞
。」（『
全
唐
詩
』
卷
四
三
五
）

●
37
祈
年
‥
五
穀
の
豊
作
を
天
地
の
神
に
祈
る
。『
詩
經
』
大
雅
「
雲
漢
」「
祈
年
孔
夙
、
方

社
不
莫
。」
鄭
玄
箋
「
我
祈
豐
年
甚
早
。」

●
37
宝
祚
‥
国
運
。
沈
約
「
恩
倖
傳
論
」「
民
忘
宋
德
、雖
非
一
塗
、寶
祚
夙
傾
、實
由
於
此
。」

李
善
注
「
寶
祚
、
猶
寶
命
也
。」
張
銑
注
「
忘
、
厭
也
。
言
人
厭
宋
德
非
一
事
也
。
祚
謂
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國
命
也
。」（『
六
臣
注
文
選
』
卷
五
十
）

●
38
致
福
‥
幸
福
を
も
た
ら
す
。『
漢
書
』
卷
二
五
下
・
郊
祀
志
下
「
元
鼎
、
元
封
之
際
、

燕
齊
之
閒
方
士
瞋
目
㧖
掔
、
言
有
神
僊
祭
祀
致
福
之
術
者
以
萬
數
。
其
後
、（
新
垣
）平
等

皆
以
術
窮
詐
得
、
誅
夷
伏
辜
。」

●
38
蒼
生
‥
民
衆
。
史
岑
「
出
師
頌
」「
蒼
生
更
始
、
朔
風
變
楚
。」
李
善
注
「
蒼
生
、
猶
黔

首
也
。
尚
書
曰
、
至
于
海
隅
蒼
生
。」（『
文
選
』
卷
四
七
）

●
39
龍
髥
‥
龍
の
あ
ご
ひ
げ
。『
史
記
』
卷
二
八
・
封
禪
書
「
上
曰
、
申
公
何
人
也
。（
公
孫
）

卿
曰
、
申
公
齊
人
、
與
安
期
生
通
、
受
黃
帝
言
、
無
書
、
獨
有
此
鼎
書
。
曰
、
漢
興
復
當

黃
帝
之
時
。
曰
、
漢
之
聖
者
、
在
高
祖
之
孫
且
曾
孫
也
。
寶
鼎
出
而
與
神
通
、
封
禪
。
封

禪
七
十
二
王
、
唯
黃
帝
得
上
泰
山
封
。
申
公
曰
、
漢
主
亦
當
上
封
、
上
封
則
能
僊
登
天
矣
。

…
…
黃
帝
采
首
山
銅
、
鑄
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
既
成
、
有
龍
垂
胡
䫇
下
迎
黃
帝
。
黃
帝
上
騎
、

羣
臣
後
宮
從
上
龍
七
十
餘
人
、
龍
乃
上
去
。
餘
小
臣
不
得
上
、
乃
悉
持
龍
䫇
、
龍
䫇
拔
、
墮
、

墮
黃
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
黃
帝
既
上
天
、
乃
抱
其
弓
與
胡
䫇
號
、
故
後
世
因
名
其
處
曰
鼎

湖
、
其
弓
曰
烏
號
。」

●
40
鼎
成
‥
39「
龍
髥
」の
注
を
参
照
。
ま
た『
道
教
事
典
』「
爐
鼎
」（
吾
妻
重
二
執
筆
）に「
外

丹
の
場
合
、
爐
は
い
わ
ゆ
る
か
ま
ど
で
あ
り
、
…
…
鼎
は
丹
薬
の
材
料
を
入
れ
る
器
、
い

わ
ゆ
る
反
応
室
の
こ
と
で
、…
…
爐
の
内
部
に
鼎
を
す
え
、こ
れ
を
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
鼎
の
中
に
あ
る
薬
物
に
化
学
変
化
を
起
こ
さ
せ
、
丹
に
作
り
か
え
る
」
と
あ
る
。

●
40
方
‥
は
じ
め
て
。

●
40
取
済
‥
も
の
ご
と
を
獲
得
す
る
、成
し
遂
げ
る
。こ
こ
は
、不
老
不
死
を
得
る
こ
と
。『
宋

書
』
卷
六
八
・
南
王
義
宣
列
傳
「
太
傅
江
夏
王
義
恭
又
與
義
宣
書
曰
、
…
…
未
聞
聖
主
御

世
、
百
辟
順
軌
、
稱
兵
於
言
興
之
初
、
扶
危
於
既
安
之
日
、
以
此
取
濟
、
竊
爲
大
弟
憂
之
。」

（
中
国
文
学
）
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Translations and Notes of Documents Relating to Zhang Guo 張果 
Part2

KAWAGUCHI Yoshiharu
（Chinese Literature）

Abstract

Zhang Guo 張果 is well known as one of the Baxian 八仙 or the Eight Immortals of Daoism. 
This paper contains  the  following translations and notes of documents  that are  fundamental  to research 

relating to Zhang Guo:
         （1） Jiutangshu Zhang Guo zhuan　『舊唐書』張果傳
         （2） Xintangshu Zhang Guo zhuan　『新唐書』張果傳
         （3） Xintangshu Yiwenzhi　『新唐書』藝文志
         （4） Songshi Yiwenzhi　『宋史』藝文志
         （5） Quantangwen Zhang Guo zhuan　『全唐文』小傳
         （6） Quantangshi  Zhang Guo zhuan　『全唐詩』小傳
         （7） Taipingguangji “Zhang Guo”　『太平廣記』「張果」
         （8） An episode of Xuanshizhi『宣室志』in which Zhang Guo is the lead character.
         （9） Li Qi “Ye Zhang Guo Xiansheng”（verse）　李頎「謁張果先生」詩
         （10） Zhang Guo “Daoti Lun Xu”　張果「道體論序」
         （11） Zhang Guo “Huangdi Yinfu Zhu Xu”　張果「黃帝陰符注序」
         （12） Zhang Guo “Taishang Jiuyao Xinyin Miaojing Xu”　張果「太上九要心印妙經序」
         （13） Zhang Guo “Ti Dengzhendong”（verse）　張果「題登眞洞」詩
　This paper is divided into 3 parts. Publication part 1 is （1）−（6） and most of （7）. Publication part 2 includes 
the remainder of （7）, and（8）  and （9）. Part 3 is （10）−（13） next year.
 






